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現
代
社
会
と
豊
か
さ

序
論
技
術
的
豊
か
さ
の
陥
穿

我
々
の
生
活
は
多
様
な
技
術
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
家
電
製
品
は
勿
論
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
―
つ
で
も
大
変
な
技
術
の

結
晶
で
あ
る
。
し
か
し
便
利
な
生
活
に
は
必
ず
落
と
し
穴
が
存
在
す
る
。
過
剰
な
技
術
は
大
量
消
費
に
拍
車
を
か
け
、

資
源
枯
渇
に
一
役
買
う
(
-
九

0
0
＼
八
五
年
の
世
界
人
口
増
加
は
約
三
倍
で
あ
る
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
約
一
五
倍

〔
石
弘
之
『
世
界
環
境
報
告
』
〕
）
。
ま
た
人
々
は
怠
惰
に
な
り
、
感
謝
が
な
く
な
り
、
文
化
的
な
悪
影
響
も
あ
る
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
二

0
冊
紀
ま
で
残
っ
て
い
た
「
賃
金
奴
隷
」
と
い
う
言
業
や
ラ
ッ
ダ
イ
ト
運
動
も
こ
れ
と
無
関
係
で
は
な

い
。
人
は
お
金
を
儲
け
る
こ
と
が
人
生
の
目
的
に
な
り
、
そ
れ
が
多
い
と
豊
か
に
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。
本
章
で
は
現

代
技
術
社
会
に
暮
ら
す
我
々
の
大
量
消
費
型
生
活
を
「
豊
か
さ
」
「
地
球
上
に
生
き
る
人
」
と
い
っ
た
視
点
を
入
れ
て

見
つ
め
直
し
、
そ
う
い
っ
た
技
術
を
も
た
な
い
国
や
人
々
と
の
比
較
に
お
い
て
、
「
豊
か
に
生
き
る
と
は
」
「
豊
か
な
社

会
と
は
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
人
間
の
価
値
観
・
普
遍
概
念
な
ど
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
。
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現
代
技
術
社
会
|

4
負
し
さ
と
豊
か
さ

バ
ブ
ル
が
は
じ
け
世
界
的
不
況
の
影
響
も
受
け
て
い
る
が
、
技
術
立
国
日
本
は
い
ま
で
も
経
済
大
国
で
あ
る
。
し
か

し
人
々
は
そ
の
技
術
的
・
経
済
的
ヶ
日
本
の
豊
か
さ
ク
を
享
受
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
節
で
は
一
般
的
概
念
と
し

て
豊
か
さ
の
対
極
に
あ
る
「
貧
し
さ
」
に
つ
い
て
、
技
術
の
も
た
ら
す
功
罪
も
含
め
て
多
面
的
に
考
察
し
、
「
豊
か
な

社
会
」
「
豊
か
に
生
き
る
」
こ
と
を
鳥
轍
す
る
た
め
の
布
石
と
す
る
。
ま
ず
「
貧
し
さ
、
貧
困
」
を
次
の
四
つ
の
状
態

に
分
類
す
る
。
最
初
は
食
べ
物
や
薬
が
不
足
し
、
服
も
足
り
な
く
て
健
康
な
生
活
が
維
持
で
き
な
い
「
絶
対
貧
困
」
状

態
。
冊
界
銀
行
の
定
義
す
る
絶
対
的
貧
困
層
(
-
日
の
生
活
費
が
一
ド
ル
以
下
の
人
口
）
は
二

0
0
0
年
時
点
で
―
ニ

＼
一
五
億
人
で
あ
り
、
二

0
0
四
年
イ
ン
ド
の
三
四
・
三
％
の
人
々
は
こ
の
層
に
属
す
る
（
世
界
銀
行
「
地
球
環
境
報

告
」
）
。
二
つ
目
は
モ
ノ
を
あ
ま
り
持
た
な
い
が
伝
統
的
な
生
活
に
満
足
し
て
お
り
、
し
か
し
外
の
世
界
か
ら
み
れ
ば
貧

し
く
み
え
る
自
給
自
足
に
近
い
社
会
。
伝
統
的
な
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ー
や
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
生
活
な
ど
は
こ
れ
に
相
当
す

る
。
三
つ
目
は
あ
る
社
会
に
お
い
て
金
持
ち
と
貧
乏
と
い
う
経
済
的
社
会
関
係
を
考
え
た
場
合
の
相
対
的
な
貧
困
状

態
。
最
後
に
技
術
発
展
に
よ
っ
て
新
し
い
ニ
ー
ズ
が
つ
く
ら
れ
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
新
し
い
種
類
の
貧
困
状
態
。

現
代
の
日
本
は
上
記
の
三
•
四
番
目
の
貧
し
さ
を
内
包
し
て
い
る
が
、
「
技
術
立
国
」
日
本
で
特
に
注
視
し
た
い
の

は
最
後
の
状
態
で
あ
る
。
こ
の
貧
し
さ
の
特
徴
は
、
本
来
人
間
社
会
に
あ
っ
た
経
済
の
役
割
衣
食
住
の
欲
求
に
応

え
て
物
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
産
し
提
供
す
る
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
。
特
に
二

0
世
紀
に
入
り
、
人
間
は
生

活
に
必
要
で
な
い
物
ま
で
大
量
に
生
産
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
科
学
技
術
を
駆
使
し
た
武
器
の
開

発
競
争
で
あ
る
。
世
界
の
軍
事
予
算
（
二

0
0
六
年
）
は
、
日
本
の
国
家
予
算
（
一
般
会
計
）
を
大
き
く
超
え
て
約
一

0
0
兆
円
に
も
達
す
る
（
レ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ウ
ン
『
プ
ラ
ン

B
凶
』
）
。
優
れ
た
軍
事
兵
器
を
生
産
し
う
る
国
々
は
「
豊

か
」
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
「
製
品
」
や
「
技
術
」
は
経
済
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
そ
れ
ら
を
持
た
ざ
る
「
貧
し
い
」
国
々
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や
地
域
へ
に
行
き
渡
る
。
二

0
世
紀
の
一

0
0
年
間
で
約
二
億
の
人
間
が
そ
の
犠
牲
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

武
器
技
術
は
極
端
な
例
で
あ
る
が
、
次
に
も
っ
と
身
近
な
も
の
た
と
え
ば
自
動
車
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

(
P
C
)
、
携

帯
電
話
を
考
え
て
み
る
。
江
戸
時
代
に
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
は
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
人
々
が
豊
か
で

な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
現
在
の
都
市
構
造
は
車
社
会
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
、
車
を
所
持
し
て
い
る
と
便
利
で

豊
か
で
あ
り
、
な
い
と
「
貧
し
い
」
。

P
C
や
携
帯
も
同
様
で
あ
る
。
二

0
年
ほ
ど
前
に
こ
れ
ら
を
個
人
で
所
持
す
る

こ
と
は
相
当
の
贅
沢
で
あ
っ
た
。
し
か
し
現
在
、
仕
事
も
P
C
の
利
用
が
一
般
的
で
あ
り
、

P
C
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
な

い
と
不
便
で
あ
る
。
人
々
の
連
絡
は
電
子
メ
ー
ル
が
多
く
、
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
持
っ
て

い
な
い
と
不
便
な
場
合
も
多
く
、
そ
の
社
会
で
は
相
対
的
に
貧
し
い
と
さ
れ
る
。
人
間
を
豊
か
に
す
る
技
術
で
は
あ
る

が
、
過
度
の
効
率
性
を
求
め
る
と
自
由
選
択
で
は
な
く
強
制
に
な
り
、
か
え
っ
て
不
便
に
な
る
場
合
も
あ
る
。

新
し
い
技
術
が
い
ま
ま
で
開
発
し
た
物
は
数
知
れ
ず
、
我
々
の
生
活
は
あ
る
意
味
で
豊
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
の
製
品
は
最
初
は
必
ず
贅
沢
品
で
あ
る
。
一
九
五
三
年
に
一
四
イ
ン
チ
の
白
黒
テ
レ
ビ
一
台
は
一
七
万
五

0
0
0

円
し
た
（
初
任
給
が
八

0
0
0
円
の
こ
ろ
な
の
で
現
在
で
は
五

0
0
万
円
程
度
）
の
で
、
こ
の
時
点
で
テ
レ
ビ
を
買
う

人
は
金
持
ち
で
あ
り
、
そ
の
他
の
人
々
は
相
対
的
に
「
貧
し
い
」
。
し
か
し
価
格
は
す
ぐ
に
下
が
り
、
そ
の
一

0
年
以

内
に
普
及
率
は
九

0
％
に
達
す
る
。
一
九
六
四
年
登
場
の
電
卓
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
使
用
し
、
重
さ
二
五
キ
ロ
、
価
格

五
三
万
五

0
0
0
円
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
金
持
ち
し
か
買
え
な
い
。
し
か
し
そ
の
三
年
後
に
は
二
三
万
円

(
I
C使

用
、
四
キ
ロ
）
、
五
年
後
に
一

0
万
円
（
弁
当
箱
サ
イ
ズ
）
、
一
九
七
二
年
に
は
一
万
三

0
0
0
円
（
手
の
ひ
ら
サ
イ

ズ
）
と
な
り
、
一
般
に
普
及
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
技
術
や
製
品
が
世
に
行
き
渡
る
と
、
そ
の
砿
早
か
さ
の
象
徴
ク
を
持

た
な
い
人
は
「
貧
し
く
」
実
際
に
そ
の
社
会
で
生
活
す
る
の
が
不
便
な
場
合
も
多
い
。

現
代
社
会
に
お
け
る
上
記
の
貧
困
の
特
徴
は
、
経
済
発
展
や
技
術
発
展
に
よ
っ
て
絶
え
ず
作
り
続
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
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に
あ
る
。
こ
れ
は
一
一
一
番

H
の
貧
困
と
も
絡
ん
で
、
二

0
世
紀
の
経
済
・
技
術
発
展
の
特
徴
で
あ
る
。
一

0
0
年
前
に
は

二
番
目
の
自
給
自
足
に
近
い
状
況
で
満
足
し
て
い
た
「
搾
取
し
に
く
い
」
人
々
も
、
現
代
で
は
資
本
主
義
経
済
シ
ス
テ

ム
に
組
み
込
ま
れ
「
貧
し
く
」
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
人
々
を
労
働
者
と
し
て
登
録
し
、
消
費
者
と
し
て
こ
の
経

済
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
む
こ
と
に
よ
り
第
三
と
第
四
の
状
況
が
成
立
す
る
。
資
本
主
義
経
済
に
は
冷
酷
な
一
面
が
あ

り
、
そ
れ
は
貧
困
の
近
代
的
構
造
を
つ
く
り
、
そ
の
合
理
化
に
よ
っ
て
利
益
が
と
れ
る
形
に
作
り
直
し
た
。
第
一
番
目

の
絶
対
貧
困
者
数
が
多
い
の
は
地
球
的
な
課
題
で
あ
る
。
世
界
の
栄
養
不
足
人
口
は
二

0
0
七
年
に
九
・
ニ
三
億
人

(
F
A
0
二
0
0
八
）
、
餓
死
者
は
約
三
六

0
0
万
人
(
-
日
に
約
一

0
万
人
）
存
在
し
、
こ
れ
は
世
界
の
死
者
の
約
五

八
％
に
相
当
す
る

(
U
N統
計
、
二

0
0
1
-
〇
四
推
計
）
。
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
た
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ

ン
と
ジ
ャ
ン
・
ド
レ
ー
ズ
に
よ
る
と
（
『
飢
餓
』
一
九
八
九
）
、
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
三

0
0
機
分
の
そ
れ
も
ほ
と
ん
ど

子
供
た
ち
が
毎
日
餓
死
し
て
い
て
も
、
人
々
は
人
間
の
尊
厳
に
か
か
わ
る
こ
の
重
要
な
問
題
に
鈍
感
に
な
っ
て
い
る
。

金
儲
け
主
義
に
基
づ
い
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
報
道
だ
け
で
は
、
人
々
が
遠
く
の
国
々
の
深
刻
な
政
治
・
経
済
事
情
に
関
心

を
示
す
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
。

我
々
の
住
む
地
球
の
将
来
を
見
据
え
な
い
技
術
開
発
・
経
済
成
長
が
い
ず
れ
こ
の
地
球
を
破
壊
す
る
要
因
に
な
る
こ

と
は
、
一
九
七

0
年
代
に
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
を
実
行
に
移
す
の
は
難
し
く
、
我
々
は
大
贔
消
費
社

会
に
住
み
そ
の
文
化
に
染
ま
っ
て
い
る
。
人
々
は
こ
れ
を
五
現
実
主
義
ク
と
よ
び
、
地
球
の
痛
み
に
は
目
を
つ
ぶ
る
。

パ
イ
を
大
き
く
す
れ
ば
一
人
の
取
り
分
は
増
え
る
ク
と
話
を
す
り
替
え
自
然
環
境
を
破
壊
す
る
。
そ
の
上
そ
の
大
き

な
パ
イ
は
小
さ
い
と
こ
ろ
か
ら
搾
取
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
現
在
、
世
界
人
口
の
約
二

0
％
が
世
界
資
源
の
約
八
〇

％
を
消
費
し
て
い
る
。
ま
た
、
世
界
の
一
人
当
た
り
年
間
平
均
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
五
六
ギ
ガ
ジ
ュ
ー
ル

(
G
J
)

で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
は
二
八

0
ギ
ガ
ジ
ュ
ー
ル
、
エ
チ
オ
ピ
ア
は
ギ
ガ
ジ
ュ
ー
ル
程
度
で
あ
り
、
世
界
人
口
の
二
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五
％
が
世
界
の
八

0
％
の
商
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
い
る
(
「
-
九
九
二
年
ラ
ン
フ
ァ
ル
報
告
」
）
。
経
済
的
に
豊

か
な
国
は
貧
乏
な
国
か
ら
そ
の
豊
か
さ
を
輸
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

先
進
国
の
人
々
は
し
ば
し
ば
問
題
は
函
南
の
国
々
ク
（
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
）
に
あ
り
、
こ
れ

ら
の
社
会
を
直
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
や
貧
富
の
差
な
ど
を
引
き
起
こ
し
て
い
る

の
は
過
剰
問
題
を
抱
え
た
北
の
国
々
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
進
国
が
知
識
や
技
術
を
発
展
途
上
国
に
教
え
る
、
と
い
う
図

式
で
は
解
決
で
き
な
い
。
む
し
ろ
過
剰
文
化
の
解
決
方
法
を
彼
ら
か
ら
教
え
て
貰
う
と
い
う
視
点
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
経
済
成
長
が
過
剰
に
進
ん
だ
国
で
は
い
ろ
い
ろ
な
社
会
問
題
が
あ
り
、
そ
れ
は
技
術
開
発
で
は
解
決
で
き
な
い
。

人
々
に
は
経
済
活
動
以
外
の
、
人
間
の
個
性
を
大
切
に
す
る
文
化
活
動
や
行
動
、
人
間
の
本
質
に
か
か
わ
っ
た
楽
し
さ

や
豊
か
さ
が
必
要
で
あ
る
。

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
|

4
南
北
格
差
と
共
生

先
進
国
と
発
展
途
上
国
、
技
術
を
も
て
る
国
と
も
た
ざ
る
国
、
と
い
う
南
北
の
図
式
が
み
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
豊
か

さ
と
貧
し
さ
を
少
し
掘
り
下
げ
て
考
え
る
た
め
、
こ
の
節
で
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

(
F
T
)
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
一
九
六

0
年
代
に
（
ま
た
は
ア
メ
リ
カ
で
一
九
四

0
年
代
に
オ
ー
ル
タ
ナ
テ
イ
プ
・
ト
レ
ー
ド
組
織
と

し
て

N
G
o
活
動
の
な
か
か
ら
）
始
ま
り
、
日
本
で
も
八

0
年
代
半
ば
か
ら
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い
る
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド

(
F
T
:｛
ム
正
貿
易
）
と
は
、
途
上
国
の
底
辺
で
働
く
人
た
ち
が
貧
困
か
ら
抜
け
出
せ
る
よ
う
に
、
彼
ら
か
ら
直

接
、
よ
り
高
い
値
段
で
、
継
続
的
に
商
品
を
買
う
こ
と
で
あ
る
。
中
間
マ
ー
ジ
ン
を
排
除
し
そ
の
分
生
産
者
が
多
く
受

け
取
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
継
続
取
引
で
そ
の
仕
組
み
を
ゆ
っ
く
り
大
き
く
育
て
る
。
援
助
は
往
々
に
し
て
「
与
え
る

側
」
「
与
え
ら
れ
る
側
」
と
い
う
主
従
の
関
係
に
な
る
が
、

F
T
で
は
「
売
る
側
」
「
買
う
側
」
と
い
う
対
等
な
関
係
が
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成
立
つ
。
よ
り
よ
い
製
品
を
開
発
し
て
販
売
す
れ
ば
現
地
の
生
産
者
団
体
は
よ
り
多
く
の
貧
し
い
人
た
ち
の
生
活
を
安

定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
生
産
者
も
自
尊
心
を
も
っ
て
生
き
生
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る
。
外
部
か
ら
与
え
ら
れ
な
い

こ
の
活
力
が
ひ
い
て
は
国
を
発
展
さ
せ
る
原
動
力
と
な
る
。
教
育
や
福
祉
な
ど
の
分
野
の
資
金
・
技
術
援
助
と
草
の
根

的
な

F
T
の
両
方
が
う
ま
く
機
能
す
れ
ば
有
効
な
途
上
国
支
援
に
な
る
。

F
T
は
先
進
国
の
人
々
が
経
済
的
・
物
理
的

豊
か
さ
を
お
金
の
形
で

give
し
、
途
上
国
の
伝
統
的
・
文
化
的
そ
し
て
精
神
的
な
豊
か
さ
を

t
a
k
e
す
る
、
と
い
う
こ

と
で
、
南
北
問
題
解
決
の
―
つ
の
理
想
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
先
進
国
の
人
々
が
自
国
に
い
て
も
で

き
、
過
剰
社
会
に
染
ま
っ
た
人
々
に
対
す
る
啓
蒙
的
役
割
も
果
た
し
て
く
れ
る
。

欧
州
連
合

(
E
u
)
の
執
行
機
関
で
あ
る
欧
州
委
員
会

(
E
C
)
は
二

0
0
九
年

(
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
,
Brussels, 5
 

M
a
y
 2
0
0
9
)
、
こ
の
一

0
年
で
七

0
倍
に
増
加
し
た

E
U内
の

F
T市
場
を
年
一
五
億
ユ
ー
ロ
（
約
二

0
0
0
億
円
）

と
算
定
し
、
こ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
持
続
型
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
、
今
後
も
支
援
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い

る
。
こ
れ
は
世
界
の

F
T市
場
（
二
三
億
ユ
ー
ロ
超
、
二

0
0
七
年
）
の
六
〇
＼
七

0
％
に
相
当
す
る
。
世
界
の
貿
易

全
体
か
ら
考
え
る
と
一
％
に
満
た
な
い
が
、
南
の
国
々
の
通
貨
価
値
・
国
内
購
買
力
を
考
慮
に
入
れ
る
と
大
き
な
数
字

で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
消
費
者
の

F
T
認
知
度
は
二

0
0
0
年
の
―
二
％
か
ら
七

0
％
超
（
二

0
0
八
年
）
に
な
り
、
フ

ラ
ン
ス
で
も
九
％
（
二

0
0
0
年
）
か
ら
七
四
％
（
二

0
0
五
年
）
と
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
ス
イ
ス
や

オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
、

E
u
の
国
々
の
多
く
の
消
費
者
は
進
ん
で
や
や
高
い

F
T商
品
を
買
う
傾
向
に
あ
る
。

F
T認
証
商
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
ー
（
二

0
0
七
年
）
は
、
た
と
え
ば
ス
イ
ス
で
バ
ナ
ナ
ニ
竺
―
-
％
、
切
花
ニ
―

八
％
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
ニ
―
0
%

、
イ
ギ
リ
ス
で
コ
ー
ヒ
ー
豆
ニ
―

0
%

、

U
S
A

で
コ
ー
ヒ
ー
~

六
％
程
度
で
あ
る
。
衣
料
品
や
雑
貨
は
あ
ま
り
成
功
し
て
い
な
い
。
売
上
げ
に
占
め
る
食
品
の
割
合
は
六
割
程
度
で
あ

り
、
そ
の
三
割
程
度
が
コ
ー
ヒ
ー
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

F
T
関
連
の
商
品
売
上
高
（
二

0
0
六
／
二

0
0
七
年
、
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F
L
O
 A
n
n
u
a
l
 Report 2
0
0
7

よ
り
算
出
）
は
、

U
S
A
:七
七
三
／
―
-
三
三
億
円
、
イ
ギ
リ
ス
ニ
ハ
三
四
／
一
〇

九
二
億
円
、
フ
ラ
ン
ス
ニ
一
五
七
／
三
二
六
億
円
、
日
本

i
六
•
四
／
九
・
六
億
円
で
あ
る
。
二

0
0

八
年
に
は
日
本

に
お
け
る
推
定
売
上
高
は
一
四
•
四
億
円
と
大
き
く
増
加
す
る
が
、
世
界
（
約
四

0
0
0

億
円
）
に
比
べ
る
と
微
々
た

る
も
の
（
約
0
•

三
六
％
）
で
あ
り
、
さ
ら
に
日
本
の
G
D
P

比
で
考
え
る
と
ダ
ン
ト
ツ
で
先
進
国
中
最
小
で
あ
る
。

ま
た
国
民
一
人
当
た
り
の

F
T商
品
へ
の
消
費
額
（
二

0
0
七
年
）
は
ス
イ
ス
三
三
五
五
円
、
イ
ギ
リ
ス
約
一
八
五

0

円、

U
S
A
・
カ
ナ
ダ
の
約
四

0
0
円
に
対
し
て
、
日
本
は
約
八
円
で
あ
る
。
た
だ
希
望
が
も
て
る
の
は
日
本
に
お
け

る
F
T
へ
の
関
心
の
高
さ
で
あ
る
。
全
国
二
〇
＼
五
九
歳
の
男
女
を
対
象
と
し
た
調
壺

(
1
0
四
0
サ
ン
プ
ル
、
総
務

省
統
計
局
人
口
推
計
デ
ー
タ
を
も
と
に
性
・
年
代
・
居
住
地
域
別
の
人
口
に
応
じ
て
サ
ン
プ
ル
を
回
収
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
調
在
、
二

0
0
八
年
―
一
月
）
に
よ
る
と
、
認
知
率
（
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
」
と
い
う
言
菓
を
認
知

し
、
か
つ
貧
困
や
環
境
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
認
識
し
て
い
る
）
は
一
七
・
六
％
、

F
T
に
強
い
関
心
を
示
し
た

人
は
二
七
・
七
％
で
あ
る
が
、
な
ん
ら
か
の
関
心
を
示
し
た
人
は
七
九
•
四
％
存
在
す
る
（
そ
の
う
ち
女
性
が
六
割
程

度
）
。
ち
な
み
に
、
隣
国
韓
国
の
F
T

認
知
率
は
一
三
・
三
％
（
二

0
0
七
年
九
月
）
、
二
0
•

八
％
（
二
0
0

八
年
九

月
）
で
あ
る
。

以
下
は
一
九
八
九
年
に
オ
ラ
ン
ダ
で
設
立
さ
れ
、
日
本
を
含
む
世
界
約
七

0
か
国
三
五
〇
団
体
が
加
盟
す
る
国
際
的

F
T
統
括
団
体

I
F
A
T
(
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
Federation for 
Alternative 
T
r
a
d
e
 :
た
だ
し
二

0
0
九
年
よ
り

W
o
r
l
d
 Fair T
r
a
d
e
 Organization (
W
F
T
O
)
 
(
世
界
F
T機
関
）
に
改
名
し
「
一

0
0
％
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
」
の

団
体
を

F
T
l
o
o
と
い
う
リ
ス
ト
に
し
て
公
開
し
て
い
る
）
が
定
め
る
加
盟
規
約
の
抜
粋
で
あ
る
。

l

F

T
取
組
み
の
基
本
指
針

2
透
明
性

3
倫
理
性

4

労
働
条
件

5
雇
用
機
会
の
平
等

6

人
々
へ
の
配
慮

7
環
境
へ
の
配
慮

8
文
化
的
背
景
の
尊
重

9
教
育
と
啓
発
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ま
ず
、

1
途
上
国
の
最
貧
層
に
あ
る
生
産
者
が
、
社
会
、
経
済
、
環
境
面
に
お
い
て
望
ま
し
い
暮
ら
し
を
送
れ
る

よ
う
配
慮
し
た
交
易
を
行
う
、
つ
ま
り
生
産
者
の
犠
牲
の
う
え
に
立
つ
利
益
の
追
求
で
は
な
く
生
産
者
に
利
益
を
も
た

ら
す
た
め
の

F
Tを
求
め
、

2
会
計
の
状
況
、
経
営
方
針
、
実
際
の
商
取
引
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
交
換
し
経
験

を
分
か
ち
合
う
「
公
開
性
」
を
尊
重
す
る
。

3
労
働
者
に
対
し
医
療
ケ
ア
、
教
育
費
、
貯
蓄
な
ど
を
保
証
で
き
る
よ

う
め
ざ
し
、

4
安
全
な
労
働
環
境
と
人
間
と
し
て
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
労
働
条
件
を
保
証
す
る
。

5
雇
用
機
会
の
平

等
を
謳
い
、

6
自
然
生
態
系
へ
の
影
響
に
責
任
を
も
ち
、
児
童
の
労
働
を
搾
取
し
て
は
な
ら
な
い
、
そ
し
て
い
か
な

る
資
源
を
も
奪
い
取
ら
な
い
。

7
現
地
の
環
境
生
態
系
に
そ
っ
て
、
原
料
、
素
材
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
資
源
が
枯
渇

し
な
い
よ
う
維
持
管
理
を
行
い
、

8
生
産
者
の
文
化
的
背
景
や
伝
統
、
現
地
に
豊
富
な
自
然
素
材
を
活
か
し
た
商
品

の
開
発
お
よ
び
生
産
を
心
が
け
、
文
化
の
保
存
継
承
を
促
す
一
助
と
し
て
、
生
産
者
の
芸
術
的
才
能
や
独
創
性
、
部
族

に
伝
わ
る
伝
統
的
な
技
術
や
知
識
を
活
か
す
。
最
後
に
、

9

一
般
の
人
々
が
環
境
へ
の
配
慮
と
社
会
問
題
に
対
す
る

関
心
を
高
め
消
費
の
あ
り
方
を
見
直
す
よ
う
に
働
き
か
け
、
「
南
」
の
国
々
の
文
化
と
伝
統
の
も
つ
価
値
へ
の
関
心
を

高
め
異
文
化
に
対
す
る
理
解
や
敬
意
が
深
ま
る
よ
う
に
図
る
。

上
記
の

I
F
A
T
(
W
F
T
o
)
以
外
の

F
T組
織
と
し
て
は
一
九
九
七
年
に
ド
イ
ツ
で
設
立
さ
れ
た

F
L
o
(
F
a
i
r

T
r
a
d
e
 Labeling Organizations International)
、
一
九
九
四
年
に
ア
メ
リ
カ
で
設
立
さ
れ
た

F
T
F
(
F
a
i
r

T
r
a
d
e
 Federation)
、
二

0
0
1
―
一
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
設
立
さ
れ
た

F
T
A
(
F
a
i
r
T
r
a
d
e
 Association)
な

ど
が
あ
る
。

F
T
の
世
界
で
特
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
な
団
体
は
、
上
記
の

I
F
A

T
、
F
L
Oと
、
一
九
九

0
年
に
設
立
さ
れ
た

E
F
T
A、
N
E
W
S
！
の
四
つ
で
あ
る
。
日
本
は

I
F
A
T
以
外
に

F

L
O
に
も
参
加
し
て
い
る
。

F
T
は
日
本
で
は
丘
サ
マ
サ
マ
運
動
ク
と
と
も
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
「
サ
マ
サ
マ
運
動
」
は
一
九
八
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五
年
ご
ろ
か
ら
ア
ジ
ア
一
五
か
国
に
草
の
根
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
国
際
協
力
公
益
団
体

(
N
G
o
)
「
ア
ジ
ア
協

会
ア
ジ
ア
友
の
会
」
の
会
員
を
母
体
と
し
て
、
途
上
国
の
人
々
特
に
農
村
部
の
女
性
達
が
自
分
た
ち
の
生
産
活
動
を
通

じ
て
自
立
し
て
い
く
の
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
起
こ
っ
て
き
た
活
動
で
あ
る
。
「
サ
マ
サ
マ
」
と
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

語
で
、
「
お
互
い
さ
ま
」
「
ど
う
い
た
し
ま
し
て
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
そ
の
言
葉
ど
お
り
一
方
的
な
援
助
で
は
な
く

地
元
の
提
携
団
体
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
び
顔
の
見
え
る
形
の
貿
易
を
行
う
。
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ネ
パ
ー
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
等
ア
ジ
ア
に
お
け
る
伝
統
的
な
手
工
芸
品
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

日
本
で
起
業
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
サ
フ
ィ
ア
・
ミ
ニ
ー
さ
ん
は
農
産
物
が
主
流
の

F
T
に
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド

「
ピ
ー
プ
ル
・
ツ
リ
ー
」
を
立
ち
上
げ
て
南
北
問
題
に
丘
Q

し
ゃ
れ
で
ク
立
ち
向
か
っ
て
い
る
。
衣
料
品
は
綿
を
育
て

る
人
、
布
に
織
る
人
、
縫
う
人
、
と
雇
用
機
会
が
多
く
技
術
も
根
づ
く
。
ま
た
デ
ザ
イ
ン
性
や
刺
繍
な
ど
の
付
加
価
値

も
つ
け
や
す
く
、
そ
の
部
分
で
消
費
者
を
ひ
き
つ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
「
デ
ザ
イ
ン
が
い
い
か
ら
買
っ
た
。
そ

れ
で

F
T
に
興
味
を
も
っ
た
」
と
い
う
お
客
さ
ん
も
存
在
す
る
。

彼
女
は
こ
の

F
T
の
仕
事
を
始
め
る
前
に
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
る
旅
を
し
て
い
る
。
そ
の
と
き
の
思
い
を
彼
女
は

こ
う
つ
づ
っ
て
い
る
。
「
…
…
バ
リ
島
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
ま
で
訪
ね
た
。
漠
然
と
抱
い
て
い
た
貧
し
さ
の
イ
メ
ー
ジ
と

は
違
っ
た
。
農
村
の
暮
ら
し
は
知
恵
と
工
夫
に
あ
ふ
れ
、
手
作
り
の
織
物
や
工
芸
品
は
美
し
い
。
『
豊
か
な
は
ず
の
私

の
ほ
う
が
、
か
え
っ
て
ア
ン
ハ
ッ
ピ
ー
に
思
え
た
』
三
か
月
の
旅
で
、
イ
ン
ド
系
と
い
う
出
自
に
改
め
て
目
覚
め
な
が

ら
、
途
上
国
が
も
つ
豊
か
な
潜
在
力
と
、
貧
困
の
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
た
…
…
」

豊
か
さ
の
矛
盾
|
|
生
活
水
準
と
福
祉
の
問
題

我
々
は
本
当
に
豊
か
な
の
だ
ろ
う
か
。
資
源
は
乏
し
い
が
技
術
的
に
恵
ま
れ
モ
ノ
が
あ
ふ
れ
た
経
済
大
国
日
本
。
日
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本
に
は
自
動
車
が
八

0
0
0
万
台
近
く
存
在
す
る
が
毎
年
約
五

0
0
万
台
が
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。

P
C
は
国
内
ス
ト
ッ

ク
が
約
五

0
0
0
万
台
、
国
内
出
荷
台
数
が
年
に
一

0
0
0
万
台
以
上

(
J
E
I
T
A、
二

0
0
七
年
度
）
あ
り
、
廃

棄
台
数
は
退
蔵
分
も
含
め
る
と
毎
年
五

0
0
＼
八

0
0
万
台
と
推
定
さ
れ
る
（
保
有
年
数
は
事
業
系
平
均
五
・
八
年
、

家
庭
系
平
均
一
三
・
八
年
）
。
携
帯
電
話
は
二

0
0
七
年
度
の
国
内
生
産
が
四

0
0
0
万
台
以
上
、
輸
入
が
一

0
0
0

万
台
近
く
あ
り
、
耐
用
年
数
は
三
年
程
度
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
二

0
0
七
年
の
回
収
台
数
は
六
四
四
万
）
。

W
F
P

（
国
連
世
界
食
糧
計
画
）
は
二

0
0
七
年
、
八

0
か
国
八
六
一

0
万
人
に
一
―
―
―
―

1
0
万
ト
ン
（
総
支
出
三
一
億
米
ド
ル
）

の
食
糧
支
援
を
実
施
し
て
い
る
が
、
日
本
の
食
料
廃
棄
は
約
二

0
0
0
万
ト
ン
（
約
半
分
は
家
庭
、
残
り
は
食
産
業
に

よ
る
）
で
、
推
定
総
額
は
一
兆
円
を
優
に
超
え
る
。
世
界
的
経
済
不
況
と
食
糧
価
格
高
騰
な
ど
に
よ
り
（
食
料
援
助
は

量
で
は
な
く
予
算
で
運
営
さ
れ
る
）
、
二

0
0
二
年
に
八

0
0
万
ト
ン
あ
っ
た
世
界
の
食
料
（
穀
類
）
援
助
は
年
々
減

少
し
、
二

0
0
六
年
に
は
五

0
0
万
ト
ン
を
割
り
込
み
、
二

0
0
七
＼
〇
八
年
に
は
日
本
の
食
料
廃
棄
量
の
六
分
の
一

に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

我
々
は
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
本
来
、
技
術
の
進
歩
は
人
間
の
自
由
時
間
を
増
や
し
、
人
間
を
豊
か
に

し
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
一
九
憔
紀
か
ら
人
々
は
そ
う
い
う
展
望
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
現
実
は
、
仕
事
量
が
増

え
労
働
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
る
場
合
も
多
い
。

I
L
O発
行
W
o
r
l
d
of w
o
r
k
に
よ
る
と
統
計
上
は
日
本
の
一
人
当

た
り
年
間
労
働
時
間
は
一
九
九
四
年
以
降
一
九

0
0
時
間
を
割
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
比
べ
る
と
ま
だ
―
―

1
0
0
時
間

ほ
ど
多
い
と
は
い
え
北
米
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
肩
を
並
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
一
九
九
八
年
の
労

働
基
準
法
改
変
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
残
業
時
間
数
が
統
計
に
表
れ
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
り
、
現
実
に
は
一
九

0
0
年
代

に
入
っ
て
過
労
死
が
増
加
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
統
計
は
有
給
休
暇
時
間
を
含
ん
で
い
る
し
、
韓
国
は
支
払
い
残
業

が
多
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
日
本
は
依
然
世
界
一
、
二
の
長
時
間
労
働
の
国
で
あ
る
。
自
殺
者
数
は
一
九
九
八
年
以
降
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―
二
年
連
続
で
年
間
一
二
万
人
を
超
え
、
国
別
人
口
比
（
二

0
0
八
年
）
で
考
え
て
も
世
界
で
八
番
目
に
高
く
、
先
進
国

中
で
は
最
も
高
い
。

マ
ル
ク
ス
に
よ
る
と
、
す
べ
て
の
経
済
力
（
富
）
は
労
働
者
が
つ
く
つ
て
お
り
、
そ
れ
は
資
本
家
の
資
本
と
な
る
。

朝
か
ら
晩
ま
で
働
い
て
自
分
を
管
理
・
搾
取
し
、
抑
圧
す
る
力
を
自
分
で
つ
く
つ
て
い
る
、
と
い
う
逆
説
的
な
状
況

は
、
い
わ
ゆ
る
マ
ル
ク
ス
の
分
析
に
よ
る
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
で
あ
る
。
ま
た
エ
ル
ン
ス
ト
・
エ
ン
ゲ
ル
は
『
ベ
ル

ギ
ー
労
働
者
家
族
の
生
活
費
』
(
-
八
九
五
）
で
「
各
国
の
経
済
力
は
物
的
生
産
量
な
ど
で
比
較
す
る
の
は
無
意
味

で
、
経
済
力
を
表
す
真
の
指
標
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
の
生
活
水
準
、
つ
ま
り
福
祉
の
測
定
と
し
て
の
生
計
費
で
あ
る
」

と
し
て
お
り
、
労
働
者
に
対
す
る
過
小
な
富
の
分
配
を
一

0
0
年
以
上
前
に
批
判
し
て
い
る
。
食
べ
る
こ
と
に
精
一
杯

の
世
帯
は
豊
か
で
は
な
い
と
し
、
生
活
水
準
を
は
か
る
尺
度
と
し
て
有
名
な
エ
ン
ゲ
ル
係
数
を
導
入
し
た
。

生
活
水
準
や
福
祉
と
い
う
概
念
は
「
豊
か
さ
」
「
幸
福
」
と
同
様
、
定
量
化
や
指
標
化
が
難
し
い
。
福
祉
が
全
く
存

在
し
な
い
生
存
点
（
ゼ
ロ
点
）
に
対
し
、
限
界
点
（
最
小
限
必
要
）
と
到
達
点
（
完
全
満
足
）
の
二
基
準
点
を
設
定

し
、
現
実
の
水
準
が
そ
の
ど
こ
に
あ
る
か
に
よ
っ
て
得
点
を
算
定
す
る
ド
レ
フ
ノ
フ
ス
キ
ー
方
式

(Jan

D
r
e
w
n
o
w
s
k
i
)

と
い
う
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
用
い
て
福
祉
の
分
野
を
一

0
に
分
類
し
（
所
得
・
消
費
、
健
康
、
住

生
活
、
労
働
、
余
暇
、
教
育
、
連
帯
、
交
通
通
信
、
安
全
、
自
然
環
境
）
、
そ
れ
を
個
人
生
活
、
生
活
環
境
、
公
共
部

門
の
三
つ
の
視
点
か
ら
一
八

0
項
目
を
立
て
て
評
価
し
た
研
究
も
あ
る
（
「
二
基
準
点
方
式
に
よ
る
福
祉
指
標
の
こ
こ

ろ
み
」
、
一
九
七
二
、
東
京
都
と
富
永
健
一
ら
）
。

生
活
水
準
の
概
念
に
は
所
得
の
ほ
か
、
環
境
や
社
会
資
本
、
社
会
保
障
制
度
と
並
ん
で
人
間
関
係
や
個
人
の
活
動
の

可
能
性
ま
で
含
ま
れ
る
。
所
得
が
増
え
て
も
労
働
時
間
や
通
勤
時
間
が
長
い
と
生
活
水
準
が
高
い
と
は
い
い
難
い
。
ま

た
、
お
年
寄
り
が
静
養
す
る
場
所
が
な
く
介
護
者
も
い
な
い
、
貯
蓄
が
あ
っ
て
も
社
会
保
障
が
整
わ
な
い
た
め
不
安
を
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常
に
抱
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
自
然
環
境
が
汚
染
さ
れ
食
品
も
安
全
で
な
い
、
等
々
、
こ
れ
ら
は
生
活
水
準
が
高
い
と
は

い
え
な
い
。
生
活
の
幸
福
感
・
満
足
感
は
人
々
が
ど
ん
な
生
き
方
を
望
む
か
に
も
関
係
す
る
が
、
上
述
の
事
柄
に
は
普

遍
性
が
あ
り
、
こ
れ
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
生
活
水
準
向
上
の
核
心
で
あ
る
。

い
ま
日
本
で
は
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
全
人
口
の
約
三

0
%
（二

0
0
九
年
）
を
占
め
る
。
総
務
省
統
計
局
お
よ

び
介
護
保
険
事
業
状
況
報
告
に
よ
る
と
、
二

0
0
七
年
―
一
月
時
点
で
要
介
護
者
（
入
浴
、
排
泄
、
食
事
等
の
日
常
生

活
動
作
に
つ
い
て
常
時
介
護
を
要
す
る
）
は
約
三
三
五
万
人
、
要
支
援
者
は
約
―
―
六
万
人
存
在
す
る
。
し
か
し
老
人

ホ
ー
ム
や
老
人
病
院
な
ど
で
は
、
収
益
の
得
ら
れ
な
い
介
護
の
人
手
を
減
ら
し
質
を
落
と
す
。
日
本
で
は
薬
や
医
療
機

械
に
は
高
い
報
酬
を
払
っ
て
も
、
熱
心
な
介
護
は
あ
ま
り
評
価
さ
れ
な
い
。
病
院
で
も
施
設
で
も
人
手
不
足
で
職
員
は

忙
し
く
走
り
回
り
、
人
間
ら
し
い
思
い
や
り
を
も
つ
余
裕
は
な
い
。
人
権
の
領
域
に
ま
で
経
済
競
争
が
持
ち
込
ま
れ
、

貧
富
の
格
差
は
死
に
至
る
ま
で
当
然
と
さ
れ
る
。

一
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
は
人
手
の
多
少
に
よ
る
と
考
え
て
い
る
。
日
本
福
祉
大
学
教
授
、
二
木

立
氏
に
よ
れ
ば
人
口
当
た
り
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
数
は
北
欧
国
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
）
が

日
本
の
三
〇
＼
五

0
倍
、
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど

E
U諸
国
も
日
本
よ
り
一
桁
程
度
多
い
。
一

0
0
ベ
ッ
ド
当
た

り
の
職
員
数
は
北
欧
の
国
々
や
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
が
二

0
0
＼
三

0
0
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
は
五
〇
＼
一
〇

0
人
程
度
で
あ
る
。
年
金
の
額
面
だ
け
の
国
際
比
較
を
し
て
日
本
の
水
準
は
国
際
並
み
と
認
め
た
と
し
て
も
、
そ
の
年

金
で
住
居
費
、
訪
問
看
護
費
、
医
療
費
等
を
払
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
病
院
や
家
族
か
ら
歓
迎
さ
れ
ず
入
る
養
護
老

人
ホ
ー
ム
も
な
い
日
本
と
、
お
年
よ
り
へ
の
福
祉
の
整
っ
た
国
と
で
は
年
金
の
も
つ
意
味
が
異
な
る
。

日
本
国
憲
法
の
「
人
権
」
項
目
に
抵
触
し
そ
う
な
、
日
本
の
切
捨
て
福
祉
の
例
は
残
念
な
こ
と
に
多
く
存
在
す
る
。

生
活
保
護
の
申
請
を
し
よ
う
と
思
っ
て
も
申
請
書
を
も
ら
え
な
い
ケ
ー
ス
や
、
も
ら
え
て
記
入
し
て
も
申
請
書
を
受
け
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取
っ
て
く
れ
な
い
ケ
ー
ス
。
生
活
調
査
も
行
わ
れ
な
い
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
餓
死
で
あ
る
。
こ
の
「
豊
か
な
」
は
ず

の
日
本
に
お
い
て
食
べ
物
が
な
く
て
衰
弱
死
し
て
い
る
人
が
何
人
も
存
在
す
る
。
ガ
ス
も
電
話
も
料
金
未
払
い
で
止
め

ら
れ
、
暖
房
も
使
え
ず
、
家
賃
も
滞
納
し
て
い
る
本
人
が
「
体
が
悪
い
」
と
い
っ
て
生
活
保
護
の
申
請
を
し
て
い
る
の

に
、
診
療
も
勧
め
ず
生
活
調
査
も
行
わ
な
い
。
自
分
の
子
供
の
目
の
前
で
餓
死
し
た
母
親
の
ケ
ー
ス
に
は
戦
慄
さ
え
覚

え
る
。
日
本
の
福
祉
の
ま
ず
さ
を
露
呈
し
た
こ
の
よ
う
な
例
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
資
本
主

義
の
行
き
過
ぎ
や
社
会
の
歪
み
と
い
う
大
き
な
問
題
の
氷
山
の
一
角
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

社
会
保
障
や
環
境
、
労
働
組
合
の
要
求
を
過
度
に
考
慮
す
る
と
、
資
本
主
義
経
済
シ
ス
テ
ム
の
高
い
効
率
性
を
消
し

去
る
危
惧
も
あ
る
が
、
自
由
競
争
に
よ
る
市
場
経
済
を
追
い
求
め
れ
ば
弱
者
の
淘
汰
が
生
じ
、
社
会
福
祉
、
公
教
育
、

公
共
住
宅
、
衛
生
改
善
、
水
・
空
気
・
環
境
改
善
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
軽
視
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
北

欧
の
国
々
や
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
（
教
育
、
学
校
、
住
宅
、
道
路
、
公
園
、
な
ど
）
や
社
会
福
祉
水
準

を
考
え
る
と
、
一
見
矛
盾
す
る
こ
れ
ら
の
間
題
も
解
決
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
自
立
し
た
判
断
力
を
持
ち
福
祉
社
会
を

創
る
人
間
を
育
成
す
る
の
は
教
育
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
種
の
投
資
で
あ
り
、
生
産
を
増
や
す
た
め
だ
け
で
な
く
、
人
間

が
生
き
る
と
い
う
こ
と
や
公
共
福
祉
の
大
切
さ
な
ど
を
理
解
し
行
動
し
よ
う
と
す
る
人
間
ら
し
い
社
会
的
欲
求
を
育
て

る
た
め
に
あ
る
。
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
は
幸
福
な
豊
か
な
社
会
と
は
「
生
産
効
率
至
上
主
義
か
ら
脱
却
で
き
た
と
き
つ
ま
り

そ
の
強
制
か
ら
解
放
さ
れ
自
由
に
な
っ
た
と
き
初
め
て
人
々
が
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
」
と
し
て
い
る
。

技
術
と
資
本
が
巨
大
化
し
て
生
産
量
の
増
大
を
も
た
ら
し
、
労
働
者
の
絶
対
的
な
取
り
分
は
増
え
た
が
、
そ
の
格
差

社
会
の
し
わ
寄
せ
が
生
活
と
自
然
（
の
破
壊
）
に
向
け
ら
れ
て
い
る
日
本
。
資
源
の
乱
獲
と
大
量
消
費
に
よ
る
地
球
の

汚
染
、
環
境
破
壊
は
人
類
の
生
存
を
脅
か
し
て
い
る
。
必
要
な
の
は
巨
大
技
術
で
は
な
く
、
自
然
と
の
共
存
を
め
ざ
す

適
正
技
術
で
あ
る
。
生
産
の
増
大
は
豊
か
さ
に
結
び
つ
く
と
は
限
ら
な
い
。
高
度
に
専
門
化
さ
れ
た
技
術
と
巨
大
な
資
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本
は
、
環
境
に
対
し
て
危
険
な
場
合
も
あ
る
。
農
薬
の
問
題
、
遺
伝
子
操
作
の
問
題
、
自
然
と
の
調
和
を
考
え
な
い
乱

開
発
な
ど
、
金
儲
け
が
主
体
と
な
り
人
間
が
享
受
す
べ
き
真
の
豊
か
さ
が
無
視
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
多
く
存
在
す

る。
我
々
の
め
ざ
す
社
会
と
は

人
間
の
感
覚
や
感
情
を
定
量
的
・
客
観
的
に
表
現
す
る
の
は
難
し
い
。
そ
の
う
え
人
間
に
は
無
意
識
の
領
域
さ
え
存

在
す
る
。
こ
れ
ら
の
;
人
間
ら
し
さ
ク
は
「
モ
ノ
」
や
「
カ
ネ
」
の
影
響
を
受
け
る
が
、
そ
れ
で
変
化
す
る
の
は
人
間

の
本
質
的
部
分
で
は
な
い
。
こ
の
感
覚
の
世
界
は
一
人
一
人
全
く
個
別
の
も
の
で
は
な
く
、
共
通
の
感
受
性
、
人
間
と

し
て
普
逼
な
部
分
が
必
ず
存
在
す
る
。
こ
れ
が
満
た
さ
れ
な
い
限
り
本
当
の
豊
か
さ
感
は
得
ら
れ
な
い
。
こ
の
真
の
豊

か
さ
を
創
出
し
て
く
れ
る
よ
う
な
技
術
•
生
産
・
社
会
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
地

球
的
な
豊
か
さ
や
共
生
に
も
通
じ
る
普
遍
性
の
あ
る
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
は
結
局
個
々
の
生
を
破
壊

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

技
術
や
モ
ノ
は
生
活
を
便
利
に
す
る
が
、
そ
れ
も
過
剰
に
な
る
と
人
間
を
怠
惰
に
し
、
創
造
す
る
力
や
文
化
を
生
み

出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
生
き
る
こ
と
を
楽
し
む
能
力
を
失
わ
せ
る
。
「
生
き
る
」
と
は
生
命
力
の
全
体
的
な
発
揮
で
あ

り
、
偏
っ
た
部
分
的
な
人
生
は
豊
か
で
は
な
い
。
我
々
は
雄
大
な
自
然
を
見
た
と
き
に
心
惹
か
れ
、
美
し
さ
に
感
動
を

覚
え
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
美
と
の
一
体
感
こ
そ
が
全
地
球
的
調
和
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
自
然
美
も
技
術
に
よ

っ
て
生
か
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
間
違
っ
て
も
深
慮
な
し
に
破
壊
す
る
行
為
だ
け
は
慎
ま
ね
ば
な
る
ま

い
。
現
在
、
自
然
の
ま
ま
の
海
岸
や
山
並
み
を

H
本
で
探
す
の
は
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
経
済
発
展
や
技
術
開
発
の

行
き
着
く
先
が
感
動
で
き
る
も
の
も
な
い
、
共
生
す
る
相
手
も
な
い
、
そ
し
て
身
近
に
散
策
で
き
る
自
然
の
な
い
も
の
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で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住
民
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ー
は
豊
饒
の
大
地
か
ら
得
ら
れ
る
自
然
の
恵
み
を
利
用
し
、
そ
れ
を
最
大

限
に
生
か
し
て
命
の
糧
と
す
る
。
決
し
て
大
地
を
搾
取
す
る
こ
と
は
な
い
。
彼
ら
は
日
本
の
よ
う
な
技
術
を
も
た
な
い

が
、
効
率
の
よ
い
伝
統
的
調
理
法
な
ど
を
用
い
過
不
足
な
く
豊
か
に
暮
ら
し
て
き
た
。
し
か
し
高
度
技
術
を
も
っ
た

人
々
が
彼
ら
を
住
み
に
く
い
砂
漠
地
帯
や
草
原
に
追
い
や
っ
た
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
我
々
が
彼
ら
の

よ
う
な
自
然
と
調
和
し
た
、
あ
る
意
味
で
原
始
的
な
生
活
を
送
れ
る
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
現
実
的
で
は
な
い
。
し
か

し
我
々
が
、
彼
ら
の
生
き
方
、
自
然
と
の
接
し
方
や
他
者
へ
の
思
い
や
り
な
ど
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
は
ず
で
あ
る
。

ァ
イ
ヌ
の
人
々
は
こ
う
い
う
。
「
富
を
た
め
る
と
は
各
個
人
の
蔵
に
モ
ノ
を
た
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
大
地
を
豊
饒

に
、
自
然
を
豊
か
に
し
、
自
然
の
な
か
に
富
を
た
め
る
こ
と
だ
」
と
。
我
々
が
日
々
暮
ら
し
て
い
る
地
球
の
自
然
を
な

い
が
し
ろ
に
し
て
豊
か
さ
は
実
現
で
き
な
い
。
我
々
が
未
来
世
代
に
残
す
べ
き
豊
か
さ
と
は
地
球
の
豊
か
さ
そ
の
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
は
最
大
限
に
多
く
の
も
の
が
大
切
に
さ
れ
生
き
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

人
は
こ
の
地
球
上
で
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
し
か
担
え
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
必
ず
や
っ
て
く
る
死
を
見
据
え
た
う
え
で
、

与
え
ら
れ
た
も
の
を
全
う
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
最
後
に
子
供
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
ヘ
レ
ン
・
エ
ク
ス
レ
イ
編

い
地
球
を
よ
ご
さ
な
い
で
』
（
偕
成
社
、
一
九
八
七
）
）
を
添
え
て
お
く
。

「
し
あ
わ
せ
と
は
、
ま
わ
り
の
も
の
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
で
き
る
だ
け
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
た
だ

単
に
、
も
の
を
大
切
に
す
る
こ
と
な
ん
で
す
」
ヘ
レ
ン
・
キ
ャ
デ
ィ
ッ
ク
、
一
―
歳
（
イ
ギ
リ
ス
）
。

「
お
願
い
。
私
た
ち
に
も
何
か
残
し
て
お
い
て
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
地
球
を
残
し
て
お
い
て
」
メ
ラ
ニ
ー
・
ボ
イ

ド
、
一
歳
（
バ
ミ
ュ
ー
ダ
）
。
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[
奥
村
英
之
]

「
わ
た
し
は
、
ら
っ
ば
す
い
せ
ん
が
さ
い
て
い
る
だ
け
で
、
し
あ
わ
せ
」
ト
レ
ー
シ
ー
・
マ
ロ
ー
ニ
ー
、
六
歳

（
イ
ギ
リ
ス
）
。
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本
章
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
地
域
社
会
）
と
い
う
視
点
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
に
つ
い
て
は
、
国
家
的
規
模
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
超
え
て
国
際
的
規
模
で
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な

い
問
題
も
多
い
。
ま
た
、
企
業
レ
ベ
ル
、
家
庭
レ
ベ
ル
、
個
人
レ
ベ
ル
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
も
多
い
。
し
か
し
、
同

時
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
見
据
え
ね
ば
解
決
で
き
な
い
課
題
も
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。

で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
を
巡
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
変
え
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
ま

た
、
そ
れ
以
前
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
変
わ
る
と
は
、
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
、
規
範
の
変

容
と
い
う
観
点
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
化
を
論
じ
て
み
た
い
。
ま
ず
は
、
規
範
と
は
何
か
、
と
い
う
説
明
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
よ
う
。
そ
の
う
え
で
規
範
の
変
容
と
は
ど
の
よ
う
な
現
象
な
の
か
、
ま
た
、
規
範
の
変
容
は
ど
の
よ
う
に
し

て
起
こ
る
の
か
を
述
べ
る
。
最
後
に
、
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
中
国
・
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
沙
漠
緑
化
活
動
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
視
点
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規
範
と
は
何
か

規
範
と
は
、
「
一
群
の
人
々
に
と
っ
て
想
定
可
能
な
行
為
の
集
合
」
と
定
義
さ
れ
る
。
倫
理
的
に
正
し
い
行
為
、
皆

が
是
認
し
て
い
る
行
為
、
と
い
っ
た
通
常
の
定
義
と
は
異
な
る
点
に
注
意
さ
れ
た
い
。
た
と
え
ば
、
授
業
中
に
私
語
を

し
て
い
る
学
生
を
、
教
師
が
大
声
で
叱
っ
た
と
し
よ
う
。
こ
の
叱
る
と
い
う
行
為
は
、
直
接
叱
ら
れ
た
学
生
は
も
と
よ

り
、
他
の
学
生
に
と
っ
て
も
、
ま
た
、
当
の
教
師
自
身
に
と
っ
て
も
不
愉
快
な
行
為
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
か
に
不
愉

快
な
行
為
で
は
あ
っ
て
も
、
学
生
も
教
師
も
過
去
に
同
じ
よ
う
な
行
為
を
直
接
間
接
に
経
験
し
て
お
り
、
授
業
中
に
そ

の
よ
う
な
行
為
が
発
生
す
る
こ
と
は
想
定
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
声
で
叱
る
と
い
う
行
為
は
、
規
範
に
従
っ

た
行
為
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
授
業
中
に
、
突
然
、
教
師
が
カ
バ
ン
の
中
か
ら
ワ
イ
ン
と
チ
ー
ズ
を
取
り
出

し
、
「
ち
ょ
っ
と
休
憩
」
と
、
ワ
イ
ン
を
楽
し
み
だ
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
学
生
た
ち
は
怒
る
も
何

も
、
そ
れ
以
前
に
、
「
え
っ
、
う
っ
そ
ー
」
と
言
業
を
失
う
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
行
為
が
想
定
外
の
行
為
、
す
な
わ

ち
、
規
範
に
従
っ
て
い
な
い
行
為
で
あ
る
。

規
範
に
は
、
「
べ
し
規
範
」
と
「
で
あ
る
規
範
」
の
二
種
類
が
あ
る
。
両
者
は
、
規
範
か
ら
の
逸
脱
が
生
じ
た
と
き

の
逸
脱
者
に
対
す
る
対
応
に
よ
っ
て
区
別
で
き
る
。
逸
脱
が
生
じ
た
と
き
、
逸
脱
者
の
ほ
う
に
規
範
に
従
う
よ
う
圧
力

が
か
か
る
の
が
「
べ
し
規
範
」
、
逸
脱
者
に
は
圧
力
が
か
か
ら
ず
、
規
範
の
ほ
う
が
逸
脱
ケ
ー
ス
を
も
包
含
す
る
よ
う

変
化
す
る
の
が
「
で
あ
る
規
範
」
で
あ
る
。
「
べ
し
規
範
」
は
当
為

(
s
h
o
u
l
d
)

の
認
識
を
指
示
し
、
「
で
あ
る
規
範
」

は
事
実

(
b
e
)

の
認
識
を
指
示
す
る
。
事
実
認
識
も
ま
た
、
規
範
へ
の
随
順
で
あ
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。

規
範
は
、
複
数
の
身
体
の
、
い
わ
ば
「
溶
け
合
い
」
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
（
正
確
に
は
、
擬
制
さ
れ
る
）
。
溶
け

合
い
と
は
、
複
数
の
身
体
が
、
頻
繁
か
つ
濃
密
に
、
互
い
の
身
体
に
な
る
状
態
で
あ
る
。
で
は
、
あ
る
身
体
が
他
の
身

体
に
な
る
と
は
、
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
例
を
つ
だ
け
紹
介
し
、
あ
と
は
、
大
澤
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（
一
九
九

0
)
、
杉
万
（
二

0
0
六
）
に
登
場
す
る
多
く
の
例
に
譲
り
た
い
。
た
と
え
ば
、
演
劇
を
見
て
い
る
と
し
よ

う
。
役
者
が
崖
っ
ぷ
ち
に
追
い
つ
め
ら
れ
る
。
そ
の
迫
真
の
演
技
は
、
ま
さ
に
演
劇
を
見
て
い
る
自
分
が
崖
っ
ぷ
ち
に

追
い
つ
め
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ
る
。
思
わ
ず
手
に
汗
が
に
じ
む
。
絶
体
絶
命
。
し
か
し
、
ふ
と
、
「
我
に
返

る
」
。
そ
し
て
、
自
分
が
崖
っ
ぷ
ち
に
追
い
つ
め
ら
れ
て
は
い
な
い
こ
と
、
観
客
席
で
演
劇
を
見
て
い
る
だ
け
で
あ
る

こ
と
に
ホ
ッ
と
す
る
。
し
か
し
、
ふ
と
我
に
返
る
ま
で
は
、
自
分
は
誰
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ふ
と
我
に
返
る
ま
で
、
自

分
は
舞
台
の
役
者
だ
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
ふ
と
我
に
返
っ
た
瞬
間
、
観
客
席
の
自
分
に
戻
っ
た
の
だ
。

「
他
の
身
体
に
な
る
」
こ
と
が
、
複
数
の
身
体
の
間
で
相
互
に
か
つ
濃
密
に
生
じ
る
状
態
、
こ
れ
が
身
体
の
溶
け
合

い
で
あ
る
。
身
体
A
は
何
度
も
何
度
も
他
の
身
体
B
、
C
に
な
る
。
身
体
B
も
、
身
体
C
も
同
様
。
こ
の
よ
う
な
状
態

が
、
三
つ
の
身
体
の
溶
け
合
い
だ
。
複
数
の
身
体
の
溶
け
合
い
は
、
身
体
（
ポ
ジ
シ
ョ
ン
）
に
よ
る
経
験
の
違
い
よ
り

も
、
経
験
の
共
通
性
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
。
芳
香
を
放
つ
バ
ラ
を
囲
む
三
つ
の
身
体
、
し
か
も
、
溶
け
合
う
三
つ

の
身
体
に
は
、
各
身
体
（
ポ
ジ
シ
ョ
ン
）
か
ら
の
バ
ラ
の
見
え
方
の
違
い
よ
り
も
、
各
身
体
（
ポ
ジ
シ
ョ
ン
）
に
共
通

す
る
芳
香
こ
そ
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
。
こ
の
共
通
経
験
が
規
範
を
生
成
さ
せ
る
。
「
こ
の
バ
ラ
は
い
い
香
り
が
す

る
」
と
い
う
「
で
あ
る
規
範
」
を
生
成
さ
せ
る
。

規
範
の
伝
達

互
い
の
溶
け
合
い
を
通
じ
て
規
範
を
生
成
し
、
そ
の
規
範
に
従
う
身
体
た
ち
を
、
そ
の
規
範
の
作
用
圏
と
よ
ぶ
。
作

用
圏
の
内
部
で
は
想
定
可
能
な
行
為
で
あ
っ
て
も
、
作
用
圏
の
外
部
で
は
想
定
不
能
な
違
和
的
な
行
為
と
な
る
。
当
初

は
、
溶
け
合
い
に
よ
っ
て
規
範
を
生
成
し
た
身
体
だ
け
が
作
用
圏
に
属
し
て
い
る
。
し
か
し
、
作
用
圏
の
す
ぐ
外
部
に

は
、
作
用
圏
に
は
属
さ
な
い
身
体
、
つ
ま
り
、
作
用
圏
内
部
で
は
想
定
内
の
行
為
が
通
用
し
な
い
違
和
的
な
身
体
が
存
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在
す
る
。

こ
の
よ
う
な
違
和
的
身
体
と
の
接
触
に
よ
っ
て
、
規
範
は
大
き
な
岐
路
に
立
つ
。
つ
の
道
は
、
違
和
的
身
体
と
作

用
圏
内
部
の
身
体
の
間
に
溶
け
合
い
が
生
じ
、
違
和
的
身
体
が
作
用
圏
の
な
か
に
繰
り
込
ま
れ
る
と
い
う
道
で
あ
る

（
作
用
圏
は
拡
大
、
発
達
す
る
）
。
も
う
―
つ
の
道
は
、
想
定
外
の
行
為
を
平
気
で
と
る
違
和
的
身
体
を
前
に
、
作
用
圏

自
体
が
崩
壊
す
る
と
い
う
道
で
あ
る
。
規
範
は
、
違
和
的
な
身
体
と
遭
遇
す
る
た
び
に
、
発
達
か
崩
壊
か
と
い
う
岐
路

に
立
つ
こ
と
に
な
る
。

違
和
的
身
体
よ
り
も
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
事
態
は
、
異
な
る
作
用
圏
と
の
接
触
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
、
規
範
は
発

達
か
崩
壊
か
と
い
う
大
き
な
岐
路
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。
崩
壊
ケ
ー
ス
を
先
に
い
え
ば
、
接
触
し
た
作
用
圏
の
い
ず
れ

か
、
あ
る
い
は
両
方
が
崩
壊
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
、
「
規
範
の
伝
達
」
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
大

き
な
発
達
が
可
能
に
な
る
。
規
範
の
伝
達
は
、
身
体
、
事
物
、
言
語
を
媒
介
に
し
て
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
規
範
の
中

身
を
色
濃
く
担
っ
た
身
体
、
事
物
、
言
語
が
、
あ
る
作
用
圏
か
ら
他
の
作
用
圏
に
伝
達
さ
れ
る
と
き
、
規
範
が
伝
達
さ

れ
る
。
以
下
、
身
体
、
事
物
、
言
語
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。

身
体
を
伝
達
媒
体
と
す
る
規
範
の
伝
達
は
、
外
国
人
社
長
の
も
と
で
再
生
し
た
企
業
や
、
民
間
人
ト
ッ
プ
の
登
用
で

体
質
転
換
を
な
し
た
公
的
機
関
な
ど
の
例
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
例
で
は
、
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
新
し

い
規
範
が
、
そ
の
規
範
を
血
肉
と
す
る
身
体
に
よ
っ
て
伝
達
さ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
顕
著
で
は
な
い
に
し
て
も
、
新
し
い

メ
ン
バ
ー
の
集
団
へ
の
参
人
は
、
集
団
の
規
範
に
な
ん
ら
か
の
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
が
多
い
。
通
常
、
こ
の
よ
う
な

変
化
が
生
じ
て
も
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
個
人
と
し
て
与
え
た
影
響
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
が
、
実
際
に
は
、
そ
の
メ
ン

バ
ー
の
新
奇
な
行
為
も
、
な
ん
ら
か
の
集
団
で
は
想
定
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
身
体
を
媒
体
と
し

て
規
範
の
伝
達
が
生
じ
た
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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規
範
は
、
そ
の
規
範
を
色
濃
く
象
徴
す
る
事
物
を
媒
体
と
し
て
伝
達
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
パ
ソ
コ
ン

な
ど
使
っ
た
こ
と
の
な
い
職
場
に
パ
ソ
コ
ン
が
導
入
さ
れ
た
と
し
よ
う
。
こ
の
場
合
、
パ
ソ
コ
ン
と
い
う
事
物
は
、
そ

れ
ま
で
の
職
場
に
は
な
か
っ
た
パ
ソ
コ
ン
を
巡
る
規
範
を
伝
達
す
る
。
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ー
タ
の
管

理
、
は
て
は
昼
休
み
の
過
ご
し
方
ま
で
、
各
種
の
規
範
が
変
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

最
後
に
、
規
範
は
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
言
菓
に
よ
っ
て
も
伝
達
さ
れ
る
。
新
し
い
言
葉
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
言
葉

が
常
用
さ
れ
る
に
至
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
言
葉
が
象
徴
す
る
規
範
が
集
団
の
な
か
に
埋
め
込
ま
れ
る
こ
と
で
あ

る。
作
用
圏
A
か
ら
作
用
圏
B
へ
と
規
範
が
伝
達
さ
れ
た
と
し
よ
う
。
こ
の
と
き
、
い
か
な
る
変
化
が
生
じ
る
か
。
ま

ず
、
作
用
圏
A
は
、
そ
れ
ま
で
の
作
用
圏
B
を
も
一
部
と
す
る
ま
で
に
拡
大
す
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
作
用
圏
A
の
規
範

は
、
作
用
圏
B
の
身
体
た
ち
に
も
通
用
す
る
程
度
に
ま
で
一
般
化
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
作
用
圏
B
は
作
用
圏
A
の

下
位
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
作
用
圏
A
に
繰
り
入
れ
ら
れ
る
。
か
り
に
、
作
用
圏
B
の
身
体
た
ち
が
、
そ
れ
ま
で
と
同
じ

行
為
を
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
行
為
は
、
作
用
圏
A
の
規
範
に
よ
っ
て
も
想
定
内
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
新
し
い
意

味
を
獲
得
す
る
。

で
は
、
作
用
圏
A
か
ら
作
用
圏
B
へ
と
伝
達
さ
れ
た
規
範
が
、
さ
ら
に
作
用
圏
C
に
も
伝
達
さ
れ
た
ら
ど
う
な
る

か
。
作
用
圏
C
は
、
も
は
や
作
用
圏
A
の
下
位
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
た
作
用
圏
B
の
、
そ
の
ま
た
下
位
シ
ス
テ
ム
に
繰
り

入
れ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
、
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
た
作
用
圏
A
の
内
部
に
作
用
圏
B
が
あ
り
、
そ
の
作
用
圏
B
の
内
部
に

作
用
圏
C
が
あ
る
と
い
う
入
れ
子
構
造
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
達
の
連
鎖
が
さ
ら
に
続
け
ば
、
作
用
圏
A
の

規
範
は
、
よ
り
多
く
の
身
体
た
ち
を
作
用
圏
の
内
部
に
包
含
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
規
範
は
、

多
く
の
身
体
た
ち
に
通
用
す
る
一
般
的
な
内
容
に
改
訂
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
当
初
の
小
さ
な
作
用
圏
の
内
部
で
し
か
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内
モ
ン
ゴ
ル
・
沙
漠
化
防
止
活
動

こ
こ
で
は
、
以
上
に
述
べ
た
規
範
伝
達
の
事
例
と
し
て
、
一
九
九
七
年
以
来
、
我
が
国
の
あ
る
環
境

N
G
Oが
、
中

国
・
内
モ
ン
ゴ
ル
・
バ
イ
ア
ー
ル
イ
エ
（
白
二
爺
）
沙
丘
に
お
い
て
行
っ
て
い
る
沙
漠
化
防
止
活
動
を
紹
介
す
る
。
そ

の
な
か
で
、
い
か
な
る
規
範
が
い
か
に
し
て

N
G
o
か
ら
地
元
村
落
へ
と
伝
達
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
か
を
み
て
い
こ
う

（
増
田
、
二

0
1
0
)
。

.
背
景

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
は
深
刻
な
沙
漠
化
に
直
面
し
て
い
る
。
過
度
の
農
業
開
発
と
過
放
牧
が
主
な
原
因
で
あ
る
が
、

近
年
毎
年
の
よ
う
に
続
く
旱
魃
が
、
こ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
る
。
本
事
例
の
舞
台
で
あ
る
バ
イ
ア
ー
ル
イ
エ
沙

丘
は
、
北
京
か
ら
西
へ
五

0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
区
都
フ
フ
ホ
ト
市
の
南
八

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
位
置
す
る
。
侵
食
渓
谷
が
縦
横
に
走
る
草
原
と
流
動
沙
丘
が
混
在
す
る
丘
陵
地
帯
で
あ
る
。
年
間
平
均
降
水
量
は
四

0
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
大
半
は
六
月
か
ら
八
月
の
雨
期
に
集
中
し
て
い
る
。
夏
季
は
強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け

三
五
度
を
超
え
る
猛
暑
に
な
る
。
た
だ
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
た
め
木
陰
に
入
る
と
暑
さ
を
感
じ
る
こ
と
は
少
な

い
。
一
日
の
寒
暖
差
が
大
き
い
。

平
地
を
流
れ
る
川
沿
い
や
丘
陵
地
帯
の
谷
沿
い
に
、
一
五
＼
三

0
世
帯
程
度
の
小
規
模
な
集
落
が
点
在
し
て
い
る
。

各
集
落
は
そ
れ
ぞ
れ
数
キ
ロ
の
距
離
を
お
い
て
形
成
さ
れ
、
農
業
と
牧
畜
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
る
。
平
地
部
の

集
落
で
は
、
瀧
水
が
可
能
な
農
地
で
の
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
が
主
な
収
入
源
に
な
る
。
一
方
、
丘
陵
地
帯
の
集

落
で
は
、
農
地
の
ほ
と
ん
ど
が
瀧
水
の
で
き
な
い
傾
斜
地
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
降
雨
の
み
に
水
の
供
給
を
頼
っ
た
天

通
用
し
な
か
っ
た
規
範
は
、
大
き
な
作
用
圏
を
も
ち
、

一
般
性
を
有
し
た
規
範
へ
と
発
達
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
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水
農
法
（
ド
ラ
イ
フ
ァ
ー
ミ
ン
グ
）
と
い
う
粗
放
農
業
が
な
さ
れ
て
い
る
。
地
下
水
位
の
高
い
場
所
で
は
飼
料
用
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
も
可
能
だ
が
、
そ
の
他
の
畑
で
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
よ
り
も
収
益
性
の
低
い
豆
類
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
雑

穀
の
栽
培
が
中
心
と
な
る
。

牧
畜
は
農
業
に
比
べ
る
と
副
次
的
な
位
置
に
あ
る
。
一
世
帯
当
た
り
羊
の
飼
育
数
は
二

0
頭
前
後
で
、
こ
れ
は
、
一

般
的
な
牧
民
冊
帯
が
三

0
0
頭
程
度
を
飼
育
し
て
い
る
の
に
比
べ
は
る
か
に
少
な
い
。
各
集
落
で
飼
育
さ
れ
る
牛
は
一

0
ー
ニ

0
頭
程
度
だ
が
、
こ
れ
は
農
耕
用
で
あ
っ
て
牛
乳
や
食
肉
の
販
売
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
各
世
帯

と
も
鶏
と
豚
を
飼
育
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
主
に
自
家
消
費
用
で
あ
る
。

バ
イ
ア
ー
ル
イ
エ
沙
丘
一
帯
の
土
地
は
、
土
壌
が
貧
弱
で
、
元
来
、
農
業
に
適
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
管
理
の

行
き
届
か
な
い
状
態
で
農
地
を
開
墾
す
る
と
、
土
地
に
大
き
な
負
担
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
農
地
の
多
く
が
傾
斜

地
に
あ
る
た
め
、
天
水
農
法
と
い
う
粗
放
農
業
、
つ
ま
り
管
理
の
あ
ま
り
な
さ
れ
な
い
農
法
が
中
心
に
な
ら
ざ
る
を
え

な
い
。
加
え
て
、
天
水
農
法
は
瀧
水
農
法
に
比
べ
て
収
穫
量
が
低
い
う
え
、
天
候
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
そ

の
結
果
、
平
地
に
比
べ
て
広
い
農
地
を
開
墾
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
カ
バ
ー
し
が
ち
に
な
る
。
天
水

農
法
が
瀧
水
農
法
と
比
べ
手
間
が
か
か
ら
ず
広
い
面
積
の
耕
作
が
可
能
な
こ
と
も
、
こ
の
傾
向
に
拍
車
を
か
け
て
い

る
。
こ
う
し
て
、
典
型
的
な
過
剰
開
墾
に
よ
る
土
地
荒
廃
の
サ
イ
ク
ル
が
続
く
。

過
放
牧
も
ま
た
、
土
地
の
荒
廃
を
進
め
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
バ
イ
ア
ー
ル
イ
エ
沙
丘
で
は
一
世
帯
当
た
り
の
飼

育
頭
数
が
少
な
い
た
め
、
過
放
牧
と
は
無
縁
の
よ
う
に
み
え
る
。
一
般
に
過
放
牧
と
は
家
畜
の
飼
育
頭
数
の
増
加
に
伴

っ
て
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
こ
こ
の
よ
う
に
半
農
半
牧
の
集
落
に
お
い
て
は
、
過
放
牧
が
生

じ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
少
し
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
一
帯
で
は
、
牧
民
が
居
住
す
る
地
域
と
比
べ
、
集
落
間
の
距
離
が
極

め
て
近
い
。
こ
の
た
め
、
羊
の
頭
数
当
た
り
の
放
牧
可
能
面
積
は
む
し
ろ
狭
い
傾
向
に
あ
る
。
加
え
て
、
土
地
の
相
当
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部
分
が
過
剰
開
墾
に
よ
っ
て
農
地
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
放
牧
可
能
面
積
は
ま
す
ま
す
狭
く
な
る
。
家
畜
の
飼
育
数
は

増
加
し
な
く
て
も
、
放
牧
可
能
面
積
が
減
少
す
る
こ
と
で
過
放
牧
状
態
が
発
生
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、
中
国
で
は
全
国
的
に
退
耕
環
林
政
策
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
傾
斜
地

を
無
理
に
開
墾
し
た
畑
で
の
耕
作
を
や
め
て
、
樹
木
を
植
え
る
こ
と
で
土
壌
保
護
を
図
ろ
う
と
い
う
政
策
で
あ
る
。
ま

た
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
で
は
放
牧
禁
止
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
放
牧
に
よ
っ
て
家
畜
が
自
由
に
草
を
食
べ
る
飼

育
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
家
畜
舎
の
な
か
、
あ
る
い
は
柵
に
囲
ま
れ
た
一
定
エ
リ
ア
内
に
家
畜
を
と
ど
め
て
お
き
、
牧
草
を

刈
り
取
っ
て
与
え
る
飼
育
ス
タ
イ
ル
ヘ
転
換
す
る
こ
と
で
、
草
地
を
保
護
す
る
こ
と
が
狙
い
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

こ
数
年
来
続
い
て
い
る
旱
魃
の
た
め
、
政
策
の
効
果
は
期
待
通
り
に
は
出
て
い
な
い
。

過
剰
開
墾
と
過
放
牧
、
長
引
く
旱
魃
の
影
響
で
、
バ
イ
ア
ー
ル
沙
丘
一
帯
は
長
い
間
、
草
原
の
荒
廃
や
土
壌
流
出
、

激
し
い
砂
嵐
な
ど
の
沙
漠
化
に
よ
る
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
一
九
八
二
年
に
当
時

の
ホ
リ
ン
ゴ
ル
（
和
林
格
か
）
県
長
の
呼
び
か
け
の
も
と
、
地
元
有
志
に
よ
っ
て
沙
漠
化
防
止
団
体
「
白
二
爺
沙
丘
生

物
工
程
治
理
試
験
姑
（
通
称
こ
治
沙
姑
）
」
（
現
在
は
ホ
リ
ン
ゴ
ル
県
林
業
局
の
下
部
組
織
）
が
結
成
さ
れ
た
。
治
沙
姑

は
二
五
年
の
歳
月
を
か
け
て
約
八

0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
緑
化
を
実
現
し
て
き
た
。
現
在
は
緑
化
さ
れ
た
土
地
で
の
酪

農
事
業
（
乳
牛
）
と
ホ
リ
ン
ゴ
ル
県
南
部
の
森
林
・
草
原
管
理
を
中
心
業
務
と
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
「
エ
コ
ス
タ
イ
ル
・
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
環
境
N
G
o
（
代
表
者
M
)
が
、
一
九
九
七

年
、
治
沙
姑
、
ホ
リ
ン
ゴ
ル
県
と
の
間
で
三
者
提
携
を
結
び
、
約
二

0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
流
動
砂
丘
お
よ
び
荒
廃
し

た
草
原
の
沙
漠
化
防
止
活
動
に
着
手
し
た
。

Ill
沙
漠
を
緑
地
に

一
九
九
七
年
当
時
、
二

0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
地
域
の
う
ち
約
一

0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
、
ほ
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図 13-1 緑化活動開始時の沙漠

M
ら
は
、
高
い
と
こ
ろ
を
吹
く
風
を

地
表
の
砂
の
移
動
を
止
め
る
草
方
格
と

と
ん
ど
植
生
の
み
ら
れ
な
い
流
動
沙
丘
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
見
渡
す
限
り

「
砂
の
海
」
で
、
小
さ
な
沙
丘
が
波
の
よ
う
に
連
な
っ
て
い
た
。
M
を
中
心
と

す
る
数
人
は
、
こ
の
流
動
沙
丘
帯
に
植
生
を
回
復
さ
せ
る
活
動
を
開
始
し
た
。

沙
漠
化
が
始
ま
る
き
っ
か
け
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
過
剰
開
墾
と
過
放

牧
で
あ
る
が
、
ひ
と
た
び
沙
漠
化
し
た
士
地
に
緑
が
回
復
し
な
い
の
は
、
別
の

原
因
に
よ
る
。
そ
の
原
因
は
砂
の
移
動
だ
。
バ
イ
ア
ー
ル
イ
エ
沙
丘

一
帯
の
土

壌
は
非
常
に
薄
い
。
士
壌
の
下
に
は
細
か
な
砂
の
粒
子
の
層
が
堆
積
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
沙
丘
の
上
に
薄
皮
が

一
枚
か
ぶ
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態
だ
。
過

剰
開
墾
や
過
放
牧
に
よ
っ
て
士
壌
が
荒
廃
す
る
と
、
隠
れ
て
い
た
砂
の
層
が
地

表
に
現
れ
る
。
地
表
に
現
れ
た
砂
は
、
風
に
吹
き
上
げ
ら
れ
て
移
動
を
始
め

る
。植

物
の
種
子
は
適
度
な
深
さ
に
埋
ま
る
こ
と
で
発
芽
す
る
。
と
こ
ろ
が
常
に

砂
が
移
動
す
る
環
境
で
は
、
あ
る
場
所
に
落
ち
た
種
子
は
深
く
埋
ま
り
す
ぎ
、
あ
る
場
所
に
落
ち
た
種
子
は
地
表
に
さ

ら
さ
れ
、
適
度
な
深
さ
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
結
果
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
種
子
は
発
芽
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
幸
い
発
芽
し
て
も
、
新
芽
は
根
元
の
砂
と
一
緒
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
。
風
に
乗
っ
て
叩
き
つ
け
て
く
る
砂
粒
も
、

柔
ら
か
い
新
芽
を
傷
つ
け
る
。
傷
つ
け
ら
れ
た
新
芽
は
、
強
い
日
差
し
に
さ
ら
さ
れ
枯
れ
て
し
ま
う
。

こ
う
し
て
、

ひ
と
た
び
流
動
化
し
た
沙
丘
で
は
、
植
生
の
回
復
が
極
め
て
困
難
に
な
る
。

こ
の
た
め
、
風
に
よ
る
砂
の
移
動
を
止
め
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
と
な
る
。

弱
め
る
た
め
の
防
風
林
、
低
い
と
こ
ろ
を
吹
く
風
を
止
め
る
た
め
の
灌
木
林
、
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草
方
格
は
、
イ
ネ
や
ム
ギ
な
ど
の
ワ
ラ
を
地
面
に
格
子
状
に
差
し
込
ん
で
地
表
面
の
砂
の
移
動
を
止
め
る
手
法
で
あ

る
。

M
ら
は
、
ワ
ラ
の
差
し
込
み
時
に
牧
草
の
種
を
混
入
す
る
と
い
う
改
良
を
加
え
た
。
地
面
に
差
し
込
ん
だ
わ
ら

は
、
風
と
砂
の
移
動
を
止
め
る
だ
け
で
な
く
、
雨
水
を
吸
収
す
る
保
水
材
と
し

て
も
機
能
す
る
。
ま
た
、
約
――一年
後
に
は
腐

っ
て
肥
料
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
通
常
の
方
法
で
播
種
し
た
場
合
と
比
較
し
て
、
飛
躍
的
に
牧
草
の
生
育
が

よ
く
な
る
。
草
方
格
は
、

一
九
九
九
年
か
ら
の
五
年
間
で
、
沙
丘
地
の
中
央
部

を
縦
断
す
る
帯
状
に
約
五
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
実
施
し
た
。

■
N
G
oか
ら
地
元
村
落
へ
の
規
範
伝
達

1
0
年
間
の
地
道
な
緑
化
運
動
に
よ

っ
て、

一
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
沙
漠

が
緑
に
な

っ
た
。
「
こ
の
緑
地
を
再
び
沙
漠
化
さ
せ
な
い
こ
と
。
し
か
も
、
こ

の
緑
地
を
地
元
住
民
の
生
活
向
上
に
役
立
て
る
こ
と

」
•…
•
•
こ
れ
が
次
な
る
目

標
と
な

っ
た
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
実
現
す
る
に
は
、
こ
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
象

徴
さ
れ
る
規
範
が
地
元
住
民
に
伝
達
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
で
は
、
そ
の
規
範

伝
達
は
い
か
に
進
行
し
つ
つ
あ
る
の
か
。

図 13-2 10年間の緑化活動の成果

い
う
三
種
の
方
策
を
と
る
こ
と
に
し
た
。

防
風
林
に
は
、
沙
丘
地
で
も
活
着
し
生
育
の
早
い
喬
木
の
ポ
プ
ラ
を
採
用
し
た
。

一
九
九
七
年
か
ら
三
年
間
、
沙
丘

サ

リ
ュ
ウ

ニ
ン
チ
ャ
オ

地
の
外
周
部
分
を
中
心
に
約
六
万
本
を
植
林
し
た
。
泄
木
林
と
し
て
は
、
沙
丘
地
に
原
生
し
て
い
る
沙
柳
と
檸
条
と
い

う
灌
木
を
採
用
し
た
。
一

九
九
七
年
か
ら
五
年
間
で
、
防
風
林
の
内
側
か
ら
沙
丘
内
部
に
か
け
て
約

一
0
万
束
を
植
林

し
た
。
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前
述
の
「
規
範
の
伝
達
」
で
、
規
範
伝
達
の
媒
体
に
は
、
事
物
、
身
体
、
の
三
つ
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
バ

イ
ア
ー
ル
イ
エ
で
の
規
範
伝
達
も
こ
れ
ら
三
種
類
の
媒
体
に
よ
っ
て
、
上
記
の
規
範
が

N
G
oか
ら
地
元
住
民
へ
と
伝

達
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

事
物
何
は
さ
て
お
き
、
上
記
の
規
範
が
伝
達
さ
れ
る
に
は
、
か
つ
て
は
沙
漠
で
あ
っ
た
緑
地
と
い
う
事
物
が
必

須
で
あ
る
。
一

0
年
間
の
緑
化
活
動
は
、
ま
さ
に
こ
の
事
物
を
創
り
出
す
た
め
の
長
い
道
の
り
だ
っ
た
。
あ
の
一
面
の

沙
漠
が
、
い
ま
の
よ
う
な
緑
地
に
な
る
な
ど
、
一

0
年
前
に
は
住
民
の
誰
も
が
想
定
し
な
か
っ
た
。
そ
の
緑
地
が
、
い

ま
や
現
前
に
広
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
生
え
る
大
量
の
草
が
、
住
民
の
飼
う
羊
や
牛
の
え
さ
に
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。

身

体

「

一

0
年
く
ら
い
前
か
ら
、
見
知
ら
ぬ
日
本
人
が
や
っ
て
き
て
何
や
ら
始
め
た
こ
と
は
知
っ
て
い
た
。
近

所
づ
き
あ
い
を
重
ね
る
う
ち
に
、
気
心
も
知
れ
、
親
し
み
も
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
ど
う
も
、
沙
漠
を
緑
化
し
よ
う
と

し
て
い
る
ら
し
い
。
無
謀
に
も
み
え
る
が
、
好
き
で
や
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
構
わ
な
い
」
…
…
お

そ
ら
く
、
地
元
住
民
の

M
に
対
す
る
印
象
は
、
こ
ん
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
一

0
年
の
う
ち

に
、
と
き
ど
き
目
に
す
る
沙
漠
の
風
景
は
大
き
く
変
化
し
て
い
っ
た
。
い
ま
で
は
、
こ
こ
が
一
面
の
沙
漠
だ
っ
た
と
は

思
え
な
い
く
ら
い
だ
。

M
一
人
で
は
な
い
。

M
の
仲
間
で
あ
る
数
人
の
中
国
人
に
加
え
て
、
年
に
何
回
か
、
数
人
か
ら
一

0
人
く
ら
い
の
日

本
人
が
数
日
滞
在
し
、
沙
漠
で
草
を
植
え
て
い
る
。
や
っ
て
く
る
日
本
人
は
、

M
の
仲
介
で
地
元
住
民
と
交
流
し
た
り

も
す
る
。

二
0
0
七
年
八
月
、

M
は
、
二
つ
の
地
元
村
落
の
村
長
、
治
沙
姑
（
前
述
）
の
代
表
者
、
中
国
社
会
科
学
院
の
研
究

者
、
筆
者
ら
が
堂
に
会
す
る
会
合
を
開
い
た
。
そ
の
会
合
で
は
、
ま
ず
、

M
が

0
年
に
わ
た
る
沙
漠
緑
化
の
道
の
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り
を
振
り
返
り
、
そ
れ
に
続
い
て
、
緑
地
を
地
元
住
民
が
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
が
議
論
さ
れ
た
。
一

0
年
前
に
や
っ

て
き
た
見
知
ら
ぬ
日
本
人
が
、
い
ま
、
地
元
村
長
の
前
に
立
ち
、
自
ら
の
汗
の
結
晶
で
あ
る
広
大
な
緑
地
を
ど
う
使
い

ま
す
か
、
と
問
い
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
住
民
た
ち
の
緑
地
使
用
に
は

N
G
oも
大
き
く
関

与
、
協
力
し
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
、
単
に
緑
地
（
と
い
う
事
物
）
の
み
な
ら
ず
、

M
を
中
心
と
す
る
身
体
（
た
ち
）

も
媒
体
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
記
の
規
範
が
伝
達
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

言
語
そ
の
会
合
で
は
、
今
後
の
緑
地
使
用
に
つ
い
て
、

M
か
ら
―
つ
の
叩
き
台
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

「
緑
地
を
地
元
村
落
の
入
会
地
（
共
有
地
）
と
し
、
住
民
が
一
定
頭
数
の
家
畜
を
放
牧
す
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
だ
ろ

う
か
」
と
い
う
案
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
思
わ
ぬ
大
き
な
壁
が
あ
っ
た
。

「
入
会
地
」
…
…
こ
の
言
葉
（
概
念
）
が
地
元
村
長
に
は
通
じ
な
か
っ
た
の
だ
。
い
や
、
村
長
だ
け
で
は
な
く
、
中

国
社
会
科
学
院
の
研
究
者
に
も
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
。
中
国
で
は
、
原
則
と
し
て
、
土
地
は
国
有
で
あ
る
。
国
民
は
、

一
定
期
間
、
土
地
の
利
用
権
を
得
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
所
有
権
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
村
落
で

土
地
を
共
同
所
有
す
る
人
会
地
と
い
う
概
念
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

入
会
地
と
い
う
概
念
を
巡
っ
て
数
時
間
の
議
論
が
始
ま
っ
た
。
日
本
語
・
中
国
語
に
堪
能
な
参
加
者
も
、
内
モ
ン
ゴ

ル
の
方
言
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
内
モ
ン
ゴ
ル
語
と
中
国
語
の
橋
渡
し
を
す
る
参
加
者
の
協
力
も
得
て
、
長

時
間
の
議
論
が
続
き
、
次
第
に
入
会
地
の
概
念
が
共
有
さ
れ
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
「
入
会
地
（
共
有
地
）
」
と
い
う
言

葉
が
伝
達
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
入
会
地
の
概
念
（
共
同
所
有
な
ら
ぬ
共
同
利
用
・
共
同
管
理
す
る
士
地
）
が
共
有
さ
れ
た
こ
ろ
、
村
長
か

ら
反
論
が
飛
び
出
し
た
…
…
「
い
く
ら
一
人
が
放
牧
で
き
る
頭
数
を
定
め
て
も
、
必
ず
や
そ
れ
を
超
え
て
放
牧
し
、

自
分
だ
け
多
く
の
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
者
が
現
れ
る
。
そ
ん
な
人
間
が
増
え
れ
ば
、
結
局
、
過
放
牧
状
態
と
な
り
、
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ま
た
た
く
間
に
草
は
食
い
尽
く
さ
れ
、
ま
た
沙
漠
に
戻
っ
て
し
ま
う
」
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
社
会
学
で
「
共
有
地

の
悲
劇
（
日
a
g
e
d
y
of c
o
m
m
o
n
s
)
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
つ
い
先
ほ
ど
ま
で
共
有
地
の
概
念
を
知
ら
な
か
っ
た
村
長

か
ら
、
共
有
地
の
悲
劇
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
た
わ
け
だ
。
で
は
、
ど
う
す
る
か
。
さ
ら
に
議
論
が
続
い
た
。
議
論
の

結
果
、
緑
地
に
放
牧
す
る
の
で
は
な
く
、
緑
地
を
採
草
地
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う
方
針
に
落
ち
着
い
た
。
つ
ま
り
、

一
人
が
定
め
ら
れ
た
量
の
草
を
刈
り
、
自
宅
で
飼
っ
て
い
る
家
畜
に
食
べ
さ
せ
る
と
い
う
方
針
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
緑
地
を
採
草
の
た
め
の
入
会
地
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う
方
針
は
、
徐
々
に
実
行
に
移
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

そ
れ
以
外
に
も
、
牛
糞
を
発
酵
さ
せ
て
メ
タ
ン
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
、
石
炭
に
代
わ
る
燃
料
と
し
て
活
用
す
る
試
み
や
、

発
酵
後
の
牛
糞
を
有
機
肥
料
と
し
て
採
草
地
に
環
元
す
る
試
み
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
循
環
に
向
け
た
動
き
も
始

ま
っ
て
い
る
。

規
範
の
伝
達
に
は
時
間
が
か
か
る
。
特
に
、
伝
達
さ
れ
る
規
範
に
よ
っ
て
想
定
内
と
さ
れ
る
行
為
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
隅
々
に
ま
で
「
当
た
り
前
の
こ
と
」
と
し
て
浸
透
す
る
に
は
、
お
そ
ら
く
一

0
年
程
度
は
か
か
る
に
違
い
な
い
。

し
か
し
、
一

0
年
間
の
地
道
な
努
力
が
沙
漠
を
緑
地
に
変
え
た
よ
う
に
、
地
道
な
活
動
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
規
範
を

徐
々
に
変
容
さ
せ
て
い
く
だ
ろ
う
。

[
杉
万
俊
夫
]

＊
本
章
で
紹
介
す
る
規
範
理
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
澤
(
-
九
九

0
)
を
参
照
の
こ
と
。
た
だ
し
、
本
章
で
は
杉
万
（
二

0
0

六
）
の
平
易
な
用
語
を
用
い
て
い
る
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n
g
.
J
a
p
a
n
,
 34, 3
8
3
-
3
8
7
,
 2
0
0
1
 

(
1
9
)
D
a
d
a
n
 K
u
s
d
i
a
n
a
,
 S
h
i
r
o
 S
a
k
a
,
 Fuel, 80, 6
9
3
-
6
9
8
,
 2
0
0
1
 

(20)

坂
志
朗
、

D
a
d
a
n
K
u
s
d
i
a
n
a

『
バ
イ
オ
マ
ス
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
』
ア
イ
ピ
ー
シ
ー
、
四
五
四
ー
四
六
二
頁
、
ニ

0
0
1
 

(21)

坂
志
朗
、

D
a
d
a
n
K
u
s
d
i
a
n
a
,
J
a
s
c
o
 Report, 7, 
1
0
-
1
3
`
2
0
0
3
 

(22)

（
独
）
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
導
技
術
研
究
開
発
、
二

0
頁
、
二

0

0
七

(
2
3
)
S
h
i
r
o
 S
a
k
a
,
 Y
o
h
e
i
 l
s
a
y
a
m
a
,
 Fuel, 88, 1
3
0
7ー

1
3
1
3
,
2
0
0
9

(
2
4
)
N
u
l
 I
l
h
a
m
,
 S
h
i
r
o
 S
a
k
a
,
 Biores., Technol.̀
100, 1
7
9
3ー

1
7
9
6
,
2
0
0
9

(25)

坂
志
朗
「
紅
萌
（
く
れ
な
い
も
ゆ
る
）
」
『
京
都
大
学
広
報
誌
』
第
三
巻
九
I

―
二
頁
、
二

0
0
三

(26)

南
英
治
、
坂
志
朗
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
」
第
二
三
巻
、
ニ
―
九
ー
ニ
ニ
三
頁
、
二

0
0
ニ

(27)

南
英
治
、
坂
志
朗
『
バ
イ
オ
マ
ス
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
』
ア
イ
ピ
ー
シ
ー
、
六
一

I
-
0
三
頁
、
二

0
0
1

(28)

坂
志
朗
『
電
気
評
論
』
第
六
巻
、
一
三
ー
一
八
頁
、
二

0
0
三

(29)

坂
志
朗
『
エ
ン
ジ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
』
第
三
巻
、
二
九
ー
三
四
頁
、
二

0
0
1

(30)

坂
志
朗
『
化
学
工
学
』
第
六
六
巻
、
一
五
三
ー
一
五
四
頁
、
二

0
0
ニ

(31)

坂

志

朗

『

B
E
建
築
設
備
』
第
三
巻
五
七
ー
六
五
頁
、
二

0
0
ニ

(32)

坂
志
朗
『
木
材
工
業
』
第
五
七
巻
四
九
三
ー
四
九
六
頁
、
二

0
0
ニ

(33)

坂
志
朗
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
レ
ビ
ュ
ー
』
第
一
八
巻
二
八
ー
ニ
九
頁
、
一
九
九
八

(34)

坂
志
朗
『
バ
イ
オ
マ
ス
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
』
ア
イ
ピ
ー
シ
ー
、
二
九
一
ー
三
一
三
頁
、
二

0
0
1

(
3
5
)坂
志
朗
「
地
球
危
機
へ
の
対
応
技
術

|
|
f

環
境
技
術
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
、
そ
の
他
」
『
技
術
予
測
シ
リ
ー
ズ
~

21
世
紀
に
期
待
さ
れ
る
技
術
＼
そ
の
将
来
展
望
』
第
二
巻
、
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
レ
ポ
ー
ト
、
一
三
ー
四
二
頁
、
二

0
0
0
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(36)

江
原
克
信
、
坂
志
朗
『
バ
イ
オ
マ
ス
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
』
ア
イ
ピ
ー
シ
ー
、
二
五
ニ
ー
ニ
六

0
頁
、
二

0
0
1

(37)

近
藤
昭
彦
『
エ
コ
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
前
線
』
植
田
充
美
、
近
藤
昭
彦
監
修
、
シ
ー
エ
ム
シ
ー
出
版
、
四
一
頁
、
ニ

0
0
五

(38)

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
『
バ
イ
オ
マ
ス
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
一
五
ニ
ー
一
五
六
頁
、
二

0
0
ニ

(
3
9
)
J
u
n
 Y
a
m
a
z
a
k
i
,
 Eiji M
i
n
a
m
i
,
 Shiro Saka,]. W
o
o
d
 Sci., 52, 527-532, 2
0
0
6
 

(
4
0
)
Y
u
i
c
h
i
r
o
 Warabi, D
a
d
a
n
 Kusdiana, Shiro Saka, Biores. Technol., 9
1
`
2
8
3ー

2
8
7
,
2
0
0
4

(41)

田
部
篤
裕
、
平
成
一
五
年
度
修
士
論
文
（
京
都
大
学
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
究
科
）

(
4
2
)
N
E
D
o
「
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
効
率
転
換
技
術
開
発
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
24
、
二

0
0
三

第
2
章

(
1
)

河
本
晴
雄
「
物
資
循
環
と
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
」
坂
志
朗
編
著
『
バ
イ
オ
マ
ス
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
』
ア
イ
ピ
ー
シ

ー
、
九
ー
ニ

0
頁
、
二

0
0
1

(
2
)

樽
谷
修
編
『
地
球
環
境
科
学
』
朝
倉
書
店
、
四
五
ー
四
九
頁
、
一
九
九
五

(
3
)

大
島
泰
郎
、
「
地
球
ク
ラ
イ
シ
ス
人
類
に
未
来
は
あ
る
か
？
」
竹
内
均
編
『
N
e
w
t
o
n
別
冊
』
教
育
社
、
一
五
八

I
-

五
九
頁
、
一
九
八
九

(
4
)

角
皆
静
男
、
『
科
学
』
第
五
九
巻
第
九
号
、
五
九
一
ニ
ー
六

0
一
頁
、
一
九
八
九

(
5
)

野
崎
義
行
『
地
球
温
暖
化
と
海
炭
素
の
循
環
か
ら
探
る
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四

(
6
)
R
.
H
.
 Whittaker, G. E. Likens, P
r
i
m
a
r
y
 Productivity of the B
i
o
s
p
h
e
r
e
,
 H
.
 Lieth, R. 
H
.
 Whittaker(eds.), 

Springer,Verlag, Berlin, pp.305ー

328,
1
9
7
5
 

(
7
)

黒
岩
澄
雄
『
物
質
生
産
の
生
態
学
ー
光
合
成
か
ら
繁
殖
ま
で
』
東
京
大
学
出
版
会
、
四
ニ
ー
五

0
頁
、
一
九
九
〇

(
8
)
T
.
B
.
 J
o
h
a
n
s
s
o
n
,
 
H•Kelly, 

A
K
N
.
 R
e
d
d
y
,
 R.H. Williams(eds.), R
e
n
e
w
a
b
l
e
 E
n
e
r
g
y
 S
o
u
r
c
e
s
 for F
u
e
l
s
 a
n
d
 

Electricitỳ
ISLAND P
R
E
S
S
,
 W
a
s
h
i
n
g
t
o
n
,
 pp.593-607, 1
9
9
3
 

(
9
)

四
手
井
綱
英
『
森
の
生
態
学
森
林
は
い
か
に
し
て
生
き
て
い
る
か
』
講
談
社
、

一
九
七
六
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(
1
0
)
J
.
 P. 
K
i
m
m
i
n
s
,
 Forest Ecology, M
a
c
m
i
l
l
a
n
 Publishing C
o
m
p
a
n
y
,
 N
e
w
 York, pp.31ー

67,
1
9
8
7
 

(11)

吉
良
竜
夫
、
四
手
井
綱
英
『

H
本
生
態
学
会
誌
』
第
一
七
巻
、
七

O
I八
七
頁
、
一
九
六
七

(12)

堤
利
夫
『
森
林
の
物
質
循
環
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七

(
1
3
)
H
目
d
b
o
o
k
of Agroforestry, Association for International Corporation of Agricultural a
n
d
 Forestry (
A
I
C
A
F
)
,
 

T
o
k
y
o
`
p
p
.
2
3
-
4
8
`
1
9
9
9
 

(14)

佐
藤
明
『
沈
黙
す
る
熱
帯
林
現
地
か
ら
の
報
告
』
小
林
繁
男
編
、
東
洋
書
店
、
三
四
八
ー
三
五
三
頁
、
一
九
九
―
―

(
1
5
)
T
.
B
.
 J
o
h
a
n
s
s
o
n
,
 
H•Kelly, 

A•KN. 

R
e
d
d
y
,
 R.H. W
i
l
l
i
a
m
s
 eds., R
e
n
e
w
a
b
l
e
 E
n
e
r
g
y
 S
o
u
r
c
e
s
 for F
u
e
l
s
 a
n
d
 

Electricity, I
S
L
A
N
D
 P
R
E
S
S
,
 W
a
s
h
i
n
g
t
o
n
,
 pp.593-651, 1993 

(
1
6
)
A
H
.
 Turhollow, R.D. Perlack, B
i
o
m
a
s
s
 a
n
d
 Bioenergy, 1, 
pp.129ー

135,
1991 

(
1
7
)
E
.
M
.
W
.
 S
m
e
e
t
s
,
 I.M. L
e
w
a
n
d
o
w
s
k
i
,
 A
P
.
C
.
 Faaij, R
e
n
e
w
a
b
l
e
 a
n
d
 Sustainable E
n
e
r
g
y
 Review, 13, pp.1230ー

1
2
4
5
,
2
0
0
9
 

第
3
章

(
1
)
E
u
r
o
p
e
a
n
 N
u
c
l
e
a
r
 S
o
c
i
e
t
y
各
種
資
料
(
h三
さ
ミ
www.euronuclear.org)

(二

0
0
九
年
―
二
月
現
在
）

(
2
)
W
o
r
l
d
 K
e
y
 E
n
e
r
g
y
 Statics 2009, 
IEA, 2
0
0
9
 

(
3
)
C
l
i
m
a
t
e
 C
h
a
n
g
e
 a
n
d
 N
u
c
l
e
a
r
 P
o
w
e
r
 2009, IAEA, 2
0
0
9
 

(
4
)

日
本
原
子
力
学
会
編
『
原
子
力
が
ひ
ら
く
世
紀
』
一
九
九
八

(
5
)

矢
島
正
之
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
二

0
0
ニ

(
6
)

十
市
勉
、
小
川
芳
樹
、
佐
川
直
人
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
国
の
役
割
』
コ
ロ
ナ
社
、
二

0
0
1

(
7
)

シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
所
編
著
『
明
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
』
日
本
工
業
新
聞
社
、
一
九
九
八

(
8
)

日
本
原
子
力
文
化
振
典
財
団
『
原
子
カ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
図
面
集
二

0
0
九
年
版
』
二

0
0
九

第

4
章

(
1
)

経
済
産
業
省
「
グ
リ
ー
ン

I
T
推
進
協
議
会
試
算
」
二

0
0
八
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(
2
)
J
o
s
e
p
h
 R
o
m
m
,
 Statement of J
o
s
e
p
h
 R
o
m
m
`
C
o
m
m
i
t
t
e
e
 o
n
 C
o
m
m
e
r
c
e
,
 United States Senate, S
e
p
t
e
m
b
e
r
 21
,
 

2
0
0
0
 

(
3
)

ゴ
1e
G
r
e
e
n
 Grid, Guidelines for E
n
e
r
g
y
-
Efficient D
a
t
a
 Centers, 2
0
0
7
 

(
4
)

日
本
情
報
処
理
開
発
協
会
『
情
報
化
白
書
二

0
0
0』
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
エ
ー
ジ
社
、
二

0
0
0

(
5
)

情
報
処
理
振
興
事
業
協
会
セ
キ
ュ
リ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
『
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
現
状
ー
ニ

0
0
一
年
版
（
ド
ラ
フ
ト
版

0
.
1
)

』
情
報
処
理
振
興
事
業
協
会
、
二

0
0
1

第

5
章

(
1
)

石
川
英
輔
『
大
江
戸
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
』
講
談
社

(
2
)

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
経
済
統
計
要
覧
』
二

0
0
六

(
3
)

手
塚
哲
央
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
学
融
合
」
『
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
誌
』
第
八
七
巻
二
号
、
一

0
三
I
-
0
八
頁
、
二

0
0

(
4
)

手
塚
哲
央
「
連
載
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
探
訪

(
1
)
＼
(15)
」『
O
H
M』
第
九
六
巻
一
号
＼
第
九
七
巻
三
号
、
二

0
0
九
＼
二
〇

1
0
 

第

6
章

(
l
)

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
『
E
D
M
C／
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
経
済
統
計
要
覧
（
二

0
0
九
年
版
）
』
二

0
0
九

(
2
)
『
平
成
ニ
―
年
度
版
環
境
・
循
環
型
社
会
•
生
物
多
様
性
白
書
』
日
経
印
刷
、
二
0
0
九

(
3
)

環
境
省
「
平
成
一
九
年
度
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
係
る
環
境
調
査
結
果
」
二

0
0
八

(
4
)
S
.
 S
o
l
o
m
o
n
,
 D
.
 Qin, M
.
 M
a
n
n
i
n
g
,
 Z
.
 
C
h
e
n
,
 M
.
 Marquis, K.B. Averyt, M
.
 T
i
g
n
o
r
 a
n
d
 H.L. Miller(eds.), 

Climate C
h
a
n
g
e
 20
0
7
:
 T
h
e
 Physical Science Basis, C
a
m
b
r
i
d
g
e
 University Press, 2
0
0
7
 

(
5
)
M
.
L
.
 Parry,0.F. Canzianì
J.P. Palutikof, P.J. 
v
a
n
 der linden a
n
d
 C.E. Hanson(eds.), Climate C
h
a
n
g
e
 2
0
0
7
:
 

Impacts, Adaptation a
n
d
 Vulnerability, C
a
m
b
r
i
d
g
e
 University Press, 2
0
0
7
 

I95 



一
九
七
ニ

第

8
章

(
1
)

ケ
ヴ
ィ
ン
・
リ
ン
チ
『
廃
棄
の
文
化
誌
』
工
作
舎
、
一
九
九
四

(
2
)

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
、
佐
藤
信
夫
訳
『
モ
ー
ド
の
体
系
』
み
す
ず
書
房
、

(
3
)

見
田
宗
介
『
現
代
社
会
の
理
論
』
岩
波
新
書
、
一
九
九
六

(
4
)

石
川
英
輔
『
大
江
戸
リ
サ
イ
ク
ル
事
情
』
講
談
社
文
庫
、
一
九
九
七

(
5
)

石
川
英
輔
『
二

0
五
0
年
は
江
戸
時
代
』
講
談
社
文
庫
、
一
九
九
八

(
6
)

南
條
道
夫
『
東
北
大
學
選
鎮
製
錬
研
究
所
彙
報
』
第
四
三
巻
第
二
号

(19880325)
、
二
三
九
ー
ニ
五
一
頁
、

(
7
)

白
鳥
寿
一
、
中
村
崇
『
資
源
と
素
材
』
第
―
二
二
巻
、
三
二
五
ー
三
二
九
頁
、
二

0
0
六

(
8
)

原
田
幸
明
『
N
I
M
S
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
』

2008/01/11

第

9
章

(
l
)

地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
「
全
国
を
概
観
す
る
地
震
動
予
測
地
図
」
二

0
0
九

(
2
)

中
央
防
災
会
議
、
東
南
海
・
南
海
地
震
等
に
関
す
る
専
門
調
壺
会
、
二

0
0
三

(
3
)

大
阪
府
、
大
阪
府
地
域
防
災
計
画
、
二

0
0
九

(
4
)

入
倉
孝
次
郎
「
強
震
動
予
測
レ
シ
ピ
ー
大
地
震
に
よ
る
強
震
動
の
予
測
手
法
」
京
都
大
学
防
災
研
究
所
年
報
第
四
七
号

A
、
二

0
0
四

(
5
)

地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
、
震
源
断
層
を
特
定
し
た
地
震
の
強
震
動
予
測
手
法
（
「
レ
シ
ピ
」
）
二

0
0
八

(
6
)
P
.
 G. Somerville, 
K
 Irikura, 
R. 
Graves, S. 
S
a
w
a
d
a
,
 D. Wald, N. A
b
r
a
h
a
m
s
o
n
,
 Y. 
Iwasaki, T. 
K
a
g
a
w
a
,
 N. 

Smith, A
 Ko
w
a
d
a
,
 Characterizing crustal earthquake slip m
o
d
e
l
s
 for the prediction of strong g
r
o
u
n
d
 motion, 

Seism. Res. Lett.̀
70, 59ー

80,
1999. 

(
7
)

中
田
高
、
島
崎
邦
彦
、
鈴
木
康
弘
、
佃
栄
吉
「
活
断
層
は
ど
こ
か
ら
割
れ
始
め
る
の
か
？
・
|
|
＇
活
断
層
の
分
岐
形
態

と
破
壊
伝
播
方
向
」
『
地
学
雑
誌
』
第
一

0
七
巻
、
五
―
ニ
ー
五
二
八
頁
、
一
九
九
八

(
8
)
I
r
i
k
u
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